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は じ め に 
 

 

 福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）は、平成７年７月、女性総合センター

と生涯学習センターの機能を併せ持ち、さらに県民の活動、交流の場としての貸館

事業も行う複合施設として開館しました。以来、多くの方々にご利用いただいてお

り、深く感謝申し上げます。 

 女性総合センターとしては、男女共同参画社会および女性活躍社会の実現に向け、

各種講座・セミナーの開催、地域リーダーの育成、企業においての女性活躍推進の

ほか、「ふくい女性活躍支援センター」の機能を強化し、働く女性、働きたい女性

をワンストップで応援しています。悩みを抱える女性のための居場所「ふくいウイ

メンズ・オアシス」では、女性が抱える様々な不安や悩みに寄り添ったきめ細やか

な支援を行っています。今後も、福井の女性が安心して一歩を踏み出す勇気が持て

るよう、様々な講座の開催や、女性が自由につながりを見つけほっとできる時間と

場所を提供するなど、支援を強化します。 

一方、生涯学習センターとしては、生涯にわたる学習を促進するため、福井ライ

フ・アカデミーを開講し、多様な主催・共催・連携講座を提供しています。今年度

も、本県の魅力、優位性、独自性とその活かし方を学ぶ「ふるさと未来講座」、現

地学習を通して本県が誇る先進技術や伝統技術、自然や歴史、文化等を学ぶ「ふる

さと探究講座」を中心に、県民のニーズをとらえた様々な学びの機会を提供できる

よう、講座の一層の充実に努めます。なお、「ふるさと未来講座」においては、オ

ンラインを活用し、若狭図書学習センターとの同時配信やオンデマンド配信などに

より、受講機会の拡大を図ります。 

また、県内の生涯学習関連情報をオンラインで提供する「福井県生涯学習情報ネ

ットワークシステム（愛称「まなびぃネットふくい」）」は、昨年度、年間２１万３

千件のアクセスをいただきました。引き続き、掲載情報を拡充し、皆様に親しまれ

るシステムを目指してまいります。  

 北陸新幹線の県内開業により、「ふくい新時代の幕開け」の年となりました。こ

れまでにもまして、皆さまに親しまれ、必要とされる生活学習館であり続けられる

よう努めてまいりますので、ご指導、ご支援をお願い申し上げます。 

 ここに、「要覧２０２４」を発行いたしました。ご一読いただければ幸いです。 

 

 

 令和 ６年 ５月 

 

 

                        福井県生活学習館 

                         館長  山 川   頼 昭 
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福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい） 
 

名 称 福井県生活学習館（愛称 ユー・アイ ふくい） 

所在地 福井市下六条町１４－１ 

開 設 平成７年７月１日 

 

 

 

 

生活学習館（ユー・アイ ふくい）は、「男女が共に参画する社会の実現」と「いつでも、どこでも、

誰でも学べる生涯学習社会の推進」の２つを目的に、県民が集い、活動し、表現し、そして交流する

場と機会を提供する複合施設として整備されたものであり、次のような特色を念頭に運営しています。 

 

 

◎ 広く県民に開放し、生涯にわたるあらゆる分野の学習・文化活動の支援 

◎ 女性の自立と社会参画を促進し、男女が共に築く社会づくりを目指した活動の支援 

◎ 県民一人ひとりあるいはグループ、団体相互の出会い、ふれあいの場の提供 

◎ 社会情勢の変化に対応した新鮮な情報の提供と、ふるさとの歴史や風土に即した事業の展開 

 

 

 

 

「ユー・アイ ふくい」には下記の５つの機能があり、それぞれに対応した事業を展開しています。 

 

◎ 企画・相談機能 

事業の総合企画や広報誌の発行、生涯学習相談、女性総合相談、女性の社会参加支援 

 

◎ 交流支援機能 

イベントの開催や学習グループ、ボランティア活動団体等への場の提供などを通じた各種交流

の支援 

 

◎ 学習・研修機能 

男女共同参画社会形成に向けた講座の開催や、福井ライフ・アカデミーによる講座・講演会の

開催を始めとする様々な学習・研修機会を提供 

 

◎ 情報提供機能 

県・市町や県内の社会教育機関・団体等が主催する講座等の情報をだれもがいつでもどこでも

手軽に入手できる「福井県生涯学習情報ネットワークシステム」の運用を柱とした各種情報の提

供ならびに図書・情報誌やＤＶＤ等情報メディアの設置・貸出しと活用支援 

 

◎ 調査、研究機能 

通年で行う学習ニーズ調査を始め、必要に応じて各種意識調査や専門研究を実施 

Ⅰ 運営方針 

Ⅱ 主要機能と事業 
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  １ 男女共同参画推進事業 
 

平成 ３．12  生活学習館（仮称）基本計画を策定（青少年女性課、生涯学習課） 

        －女性総合センターと生涯学習センターの複合施設として－ 

平成 ６．１  福井県女性対策地域リーダー養成講座（ふくい女性ソフィア）標準コース開講 

平成 ７．１  正式名称「福井県生活学習館」、愛称「ユー・アイ ふくい」を発表 

平成 ７．３  ふくい女性ソフィア専門コース開講 

平成 ７．７  福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）開館 

平成 ７．10  ふくい女性大学開講（翌年 若狭図書学習センターでも開講） 

平成 ８．２  ふくい女性ソフィア総合コース開講 

平成 10．３  ふくい男女共同参画プラン（男女共同参画社会の実現をめざす２１世紀県内行動計画）策定 

平成 11．６  「男女共同参画社会基本法」施行 

平成 12．10  生活学習館開館５周年記念「ユー・アイふくいフェスタ」開催 

平成 13．10  「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）」施行 

平成 14．４  「福井県男女共同参画計画」策定 

平成 14．４  生活学習館を配偶者暴力被害者支援センターと位置づけ 

平成 14．５  「ゆー・あいカレッジ」開講 

平成 14．11  「福井県男女共同参画推進条例」施行 

平成 16．12  「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策に関する基本的な方針（国

の基本方針）」策定 

平成 17．７  生活学習館開館１０周年記念「ユー・アイふくいフェスティバル」開催 

平成 18．３  「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」策定 

平成 18．12  「福井県男女共同参画計画」改定 

平成 19．８  女性活躍支援センター開設 

平成 21．３  「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」改定 

平成 24．３  「第２次福井県男女共同参画計画」策定 

平成 26．３  「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」改定 

平成 26．４  男女共同参画推進事業を公益財団法人ふくい女性財団へ全面委託 

平成 26．６  女性活躍支援センターをリニューアル（機能強化） 

平成 27．３  女性活躍支援センターにおいて職業紹介事業を開始 

平成 27．９  「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」施行 

平成 29．３  「第３次福井県男女共同参画計画」策定 

平成 31．３  「配偶者暴力防止および被害者保護等のための福井県基本計画」改定 

Ⅲ 沿 革 
令和 ３. ８  生活学習館に不安を抱えた女性のための居場所「ふくいウイメンズ・オアシス」を 

開設 

令和 ４. ３  ふくい“しあわせ実感”パートナープラン ～第４次福井県男女共同参画計画～策定 

令和 ６. ４  「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（女性支援新法）」施行 

 
 

２ 生涯学習推進事業 
 

昭和 54．３  社会教育センター調査研究会が「福井県生涯学習センター基本構想に関する報告書」

を福井県教育長に提出 

昭和 57．３  福井県生涯学習センター発足 

昭和 57．10  福井県生涯学習センター設置 

昭和 59．５  生涯学習大学連絡協議会設置 

昭和 63．４  福井県生涯学習センターを知事部局から教育庁へ移管 

平成 ３．７  福井ライフ・アカデミー設立準備委員会設置 

平成 ３．７  福井県生涯学習センター（新センター）整備検討委員会設置 

平成 ３．11  「福井ライフ・アカデミー基本構想」策定 

平成 ４．８  福井ライフ・アカデミー開校式（８月４日） 

平成 ５．７  福井ライフ・アカデミー開講１周年記念「生涯学習推進のつどい（マナビ・フェステ

ィバル）」開催（７月１３日） 

平成 ７．６  生涯学習センター学習室（県民会館）閉鎖 

平成 ７．７  福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）開館 

平成 ７．10  県立図書館若狭分館に生涯学習推進機能を持たせ、名称を「若狭図書学習センター」

に改称 

平成 ７．11  「生涯学習推進のつどい（マナビ・フェスティバル）in小浜」を開催 

平成 11．４  福井県生涯学習大学開放講座協議会を設置 

平成 12．10  生活学習館開館５周年記念「ユー・アイふくいフェスタ」開催 

        （特別企画「岡倉天心と日本人の心」ほか） 

平成 14．１  「福井県生涯学習情報ネットワークシステム」運用開始 

平成 17．７  生活学習館開館１０周年記念「ユー・アイふくいフェスティバル」開催 

        （同時開催「北陸三県生涯学習ボランティア講師交流会」ほか） 

平成 19．10  「福井県生涯学習情報ネットワークシステム」をリニューアルし、運用開始（愛称 ユ

ー・アイふくいネット） 

平成 21．９  福井ライフ・アカデミー 入学生総数１万人を達成 

平成 27．７  高校生以下を対象とした「子どもカード」を発行し、子ども独自の単位認定を開始 

平成 29．３  福井ライフ・アカデミーの単位認定制度を終了 

平成 29．４  「福井県生涯学習情報ネットワークシステム」をリニューアルし、運用開始（愛称 ま

なびぃネットふくい） 

－ 2－



 
 

 

  １ 男女共同参画推進事業 
 

平成 ３．12  生活学習館（仮称）基本計画を策定（青少年女性課、生涯学習課） 

        －女性総合センターと生涯学習センターの複合施設として－ 

平成 ６．１  福井県女性対策地域リーダー養成講座（ふくい女性ソフィア）標準コース開講 

平成 ７．１  正式名称「福井県生活学習館」、愛称「ユー・アイ ふくい」を発表 

平成 ７．３  ふくい女性ソフィア専門コース開講 

平成 ７．７  福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）開館 

平成 ７．10  ふくい女性大学開講（翌年 若狭図書学習センターでも開講） 

平成 ８．２  ふくい女性ソフィア総合コース開講 

平成 10．３  ふくい男女共同参画プラン（男女共同参画社会の実現をめざす２１世紀県内行動計画）策定 

平成 11．６  「男女共同参画社会基本法」施行 

平成 12．10  生活学習館開館５周年記念「ユー・アイふくいフェスタ」開催 

平成 13．10  「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）」施行 

平成 14．４  「福井県男女共同参画計画」策定 

平成 14．４  生活学習館を配偶者暴力被害者支援センターと位置づけ 

平成 14．５  「ゆー・あいカレッジ」開講 

平成 14．11  「福井県男女共同参画推進条例」施行 

平成 16．12  「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策に関する基本的な方針（国

の基本方針）」策定 

平成 17．７  生活学習館開館１０周年記念「ユー・アイふくいフェスティバル」開催 

平成 18．３  「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」策定 

平成 18．12  「福井県男女共同参画計画」改定 

平成 19．８  女性活躍支援センター開設 

平成 21．３  「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」改定 

平成 24．３  「第２次福井県男女共同参画計画」策定 

平成 26．３  「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」改定 

平成 26．４  男女共同参画推進事業を公益財団法人ふくい女性財団へ全面委託 

平成 26．６  女性活躍支援センターをリニューアル（機能強化） 
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開設 
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２ 生涯学習推進事業 
 

昭和 54．３  社会教育センター調査研究会が「福井県生涯学習センター基本構想に関する報告書」
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平成 29．４  「福井県生涯学習情報ネットワークシステム」をリニューアルし、運用開始（愛称 ま

なびぃネットふくい） 
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１ 令和６年度事業体系 

（１）男女共同参画推進事業 

 
 

（１）ゆー・あいカレッジ 

             【男女パートナーシップ推進コース】 

①指導者養成講座    ②地域連携講座 

③教育連携講座     ④県民活動支援講座 

             【次世代育成コース】 

①次世代育成セミナー（中学生） 

        ②高校生のための「科学・技術者への招待セミナー」 

             【働く女性のキャリアアップ応援コース】 

                ①キャリアアップ応援講座  

  ②女性の再就職等チャレンジ支援セミナー 

             【企業における女性活躍推進コース】 

①キャリア・アカデミー 

   ②女性リーダーサポート講座 

   ③企業連携講座（企業への講師派遣研修） 

 （４）         【家事・育児参画コース】 

                ①新米パパ・ママ応援講座 

 
            

（１）女性キャリア相談（女性キャリア相談員） 

（２）女性の再就職支援、職業紹介（就職支援指導員、マッチングアドバイザー） 

（３）女性の創業・起業応援 

（４）メンター制度の導入促進、企業への派遣 

（５）保育所・子育て相談（保育コンシェルジュ） 

（６）雑誌、図書等の整備および情報収集・提供 

 
 

（１）一般相談（女性総合相談員） 

（２）特別相談（弁護士、臨床心理士） 

 

 
（１）ＤＶ被害者相談 

 
 
（１）女性の悩みや不安を知る講座の開催 

（２）ピアサポートサロンの開催、悩みや不安を抱えた女性の居場所の提供 

（３）ふくい女性活躍支援センター出張相談の実施 

（４）生理用品の配布 

 
 
          

 
（１）図書の整備および貸出し 

３ 女性総合カウンセリング事業 

 

 

 

 

 

 

７ 情報の収集・提供等 

２ 女性活躍支援センター事業 

１ 男女共同参画学習事業 

６ ふくいきらめきフェスティバル開催事業 

４ 配偶者暴力被害者支援センター事業 

Ⅳ 事業概要 

５ ふくい女性つながりサポート事業 

女

性

の

エ

ン

パ

ワ

ー
メ

ン

ト

と

活

躍

社

会

づ

く

り 

 

 

（２）生涯学習推進事業 

 
 
 

（１）社会教育・生涯学習指導者研修 

 
 
 
            
 

（１）主催事業 

 

（２）共催事業 … 市町が実施（費用、広報等を支援） 

    ※企画・実施に関しては、県内の大学・短期大学・高等専門学校が支援 

 

（３）連携事業 … 県内の各機関・団体等が実施（広報等を支援） 

 
 
 
 
 

（１）学習グループ支援 

 
 
 

 
 

（１）視聴覚機器、教材の整備および貸出し 

 
 
 
 
 
 

（１）生涯学習情報ネットワークシステムの運営 

 

（２）生涯学習相談員の配置 

 

（３）青少年教育テレビ放送事業「キラリ！福井っ子」の放送 

 

（４）「学びの道しるべ」の発行 

 

（５）「福井ライフ・アカデミーニュース」の発行 

 

３ 学習活動の促進事業 

 

 

 

 

 

 

生

涯

学

習

社

会

の

創

造

 

２ 福井ライフ・アカデミー事業 

１ 指導者の養成事業 

５ 情報の収集・提供、相談事業 

４ 映像ライブラリー事業 
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学習機会の充実 　主　催　事　業

　共　催　事　業

　連　携　事　業

　福井県生涯学習センター

　若狭図書学習センター

　関係団体・グループ

教育一般

人間・社会・歴史

自然科学・環境

産業・技術

芸術・文化

スポーツ・レクリエーション

家庭生活・趣味

ボランティア

市民生活・国際

男女共同参画

学習内容の充実

多岐にわたる学習分野

アカデミックな内容

タイムリーな内容

体験型の内容

学習成果の活用

学習者自身や地域社会の

発展・向上に寄与

学習の場の拡充

学習時間帯の拡充

情報提供の拡充

学
　
　
習
　
　
分
　
　
野

【基本的理念】 【福井県生活学習館】
（ユー・アイ ふくい）

【実施機関】

　市町生涯学習センター
　公民館　等

人と地域を未来につなぐ

学習機会の提供

　・学　長　―　知　事
　・副学長　―　教育長・未来創造部長
 
　≪事務局≫
　・事務局長
　　　　県生涯学習センター所長
　・事務局員
　　　　県生涯学習センター職員
　　　　若狭図書学習センター職員
 
　≪運営委員会≫　１０名
　・学識経験者
　・実施機関代表
　・学習者代表

　大学
　短期大学
　工業高等専門学校　等

　県の他の部局
　県立の施設
　市町の他の部局
　市町立の施設

ふるさと福井への誇りと

愛着を育むとともに、

学びを地域で活かす学習

機会を提供

福井ライフ・アカデミー体系表

福井ライフ・アカデミー本部

県内高等教育機関の協
力のもと、市町の実情
やニーズに合わせた内
容の講座を市町と協力
して開催する

共催講座

　　ふるさと探究講座

【 目  的 】 【重点項目】 【 講 座 名 】

人
と
地
域
を
未
来
に
つ
な
ぐ
学
習
機
会
の
提
供

県民が、本県が目指
す未来像を理解し、
福井県民としての自
信と誇りを持ち、希
望と活力あふれるふ
るさとづくりの主役
であるという意識で
行動できるよう、
様々な学びの機会を
提供する

多様化、高度化する
県民の学習意欲に応
えるとともに、地域
振興等の効果的な推
進に寄与する

視聴覚教材の有効活
用を図るため、定期
的に上映会を実施す
る

福
井
ラ
イ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

ふるさと福井の魅力
ある地域資源に直に
触れることで、郷土
に対する愛着や誇り
を育むことができる
よう、体験型の学び
の機会を提供する

県民に、珠玉の作品を
鑑賞する機会を提供
し、日々の生活に潤い
をもたらす一助とする

ゆうあいシアター

・歴史、経済・産業、
芸術・文化など幅広い
分野で、本県の魅力、
優位性、独自性とその
活かし方を学ぶ
・共生社会を目指すう
えで本県が直面してい
る現代的課題をテーマ
に取り上げ、その深層
に迫る
・地域づくりにおける
先進地の取組みを学
び、本県に活かす

連
携
講
座

ふるさと未来講座

・本県が誇る先進技術
や伝統技術等を体験を
通して学び、その独自
性や優位性について理
解を深める
・本県の自然、歴史や
文化等を現地見学を通
して学び、その魅力や
価値について理解を深
める
・県内の地域づくりの
先進的な取組みについ
て、現地での体験を通
して学ぶ

◦ 歴史
◦ 自然科学
◦ 経済・産業
◦ 芸術・文化

◦ 現代社会

◦ 地域づくり

◦ 文化・芸術
◦ 自然・社会
◦ 子ども・家族向け

福井ライフ・アカデミー講座体系

◦ 先進技術や伝統技術に触れる

◦ 自然を体感する

◦ 歴史や文化を見て学ぶ
◦ 地域を見てまちづくりを考える
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し、日々の生活に潤い
をもたらす一助とする

ゆうあいシアター

・歴史、経済・産業、
芸術・文化など幅広い
分野で、本県の魅力、
優位性、独自性とその
活かし方を学ぶ
・共生社会を目指すう
えで本県が直面してい
る現代的課題をテーマ
に取り上げ、その深層
に迫る
・地域づくりにおける
先進地の取組みを学
び、本県に活かす

連
携
講
座

ふるさと未来講座

・本県が誇る先進技術
や伝統技術等を体験を
通して学び、その独自
性や優位性について理
解を深める
・本県の自然、歴史や
文化等を現地見学を通
して学び、その魅力や
価値について理解を深
める
・県内の地域づくりの
先進的な取組みについ
て、現地での体験を通
して学ぶ

◦ 歴史
◦ 自然科学
◦ 経済・産業
◦ 芸術・文化

◦ 現代社会

◦ 地域づくり

◦ 文化・芸術
◦ 自然・社会
◦ 子ども・家族向け

福井ライフ・アカデミー講座体系

◦ 先進技術や伝統技術に触れる

◦ 自然を体感する

◦ 歴史や文化を見て学ぶ
◦ 地域を見てまちづくりを考える
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　　（１）男女共同参画推進事業

目的・内容 コマ数 開催月

指導者養成講座
地域のリーダーとして男女共同参画を推進する人材を育成
するため、必要な知識や技能を学ぶ講座を開催する。

４ ７月～11月

地域連携講座
地域社会における男女共同参画が推進するよう、公民館等
が開催する研修に講師を派遣し支援する。

７ 通年

教育連携講座
教育関係者が男女共同参画に対する理解を深め、子どもた
ちと適切に関わることができるよう、勉強会等に講師を派
遣し支援する。

６ 通年

県民活動支援講座
各層の男女共同参画が推進するよう、県内のグループや団
体が企画・運営する勉強会等に講師を派遣し支援する。

２ 通年

次世代育成セミナー
(中学生）

中学生に対し、社会に存在する固定的役割分担を見直し、
男女ともに自立した関係の中でそれぞれの役割を担い互い
に尊重する関係などを学ぶ機会を提供する。

４ ７月～２月

高校生のためのセミナー
女子高校生が、性別ではなく自身の興味や適性によって自
由に進路を選択、チャレンジできるよう、女性のロールモ
デルからアドバイスを受ける機会を提供する。

２ ７月～12月

キャリアアップ応援講座
女性が、ステップアップしながら働き続けられるよう、
キャリア形成に役立つ知識やスキルを学ぶ機会を提供す
る。

８ ６月～２月

女性の再就職等
チャレンジ支援セミナー

出産・育児や介護等で離職した女性が円滑に再就職できる
よう、必要な知識や情報を提供し支援する。

４ ６月～２月

キャリア・アカデミー
企業の中でリーダーとして活躍できる女性人材を育成する
ため、資質や意欲を向上できる機会を提供し支援する。

12 ９月～11月

女性リーダーサポート講座
女性部下を持つ管理職を対象に、女性人材育成のための意
識改革やスキルを学ぶ機会を提供する。

３ １０月

企業連携講座
企業が、社員を対象として、働き方の改革や女性人材の活
躍支援を図るための研修を行う場合に、講師を派遣し支援
する。

５ ８月～３月

参
画
コ
ー

ス

家
事
・
育
児

新米パパ・ママ応援講座
子育て中の夫婦が、協力して家事・育児を行うとともに、
楽しんで子育てを続けることができるよう、スキルや知識
を身に付ける機会を提供する。

４ ８月～11月

（※１コマは９０分～１２０分）

内　容

男女共同参画社会の実現に向け、各世代の男女県民が集
い、体験や発表、学習などを通して交流する。

２　令和６年度事業計画

コース名・講座名

推
進
コ
ー

ス

男
女
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ

プ

コ
ー

ス

次
世
代
育
成

ア
ッ

プ
応
援
コ
ー

ス

働
く
女
性
の
キ
ャ

リ
ア

事　業　名

ふくいきらめきフェスティバル
２０２４

開催日・会場

６月８日
結とぴあ

（多田記念大野有終会館）

活
躍
推
進
コ
ー

ス

企
業
に
お
け
る
女
性

１ 男女共同参画学習事業 ゆー・あいカレッジ

２ ふくいきらめきフェスティバル開催事業

　　（２）生涯学習推進事業

内　容

業務またはボランティアで社会教育や生涯学習に携
わる者が、地域社会の課題等に適切に対応し、社会
教育や生涯学習の指導者として期待される役割を十
分に果たせるよう、必要な知識や情報、技能等を身
に付ける研修機会を提供する。

（１）主催事業

講座名 目的 分野・内容等 回数 開催（予定）月

生活学習館が企画、実施

歴史 ３ ８月～１月

自然科学 ３ ６月～２月

経済・産業 ３ ７月～２月

芸術・文化 ３ ８月～２月

現代社会 ３ ７月～１月

地域づくり ３ ８月～２月

若狭図書学習センターが企画、実施

芸術・文化 1 ６月～１月

現代社会 ２ ６月～２月

経済・産業 1 ６月～２月

自然科学 ２ ６月～１月

事業名

　 福井ライフ・アカデミー本部が企画し、生活学習館または若狭図書学習センターを主会場として実施する事業。

開催（予定）月

１０月社会教育・生涯学習指導者研修

ふ
る
さ
と
未
来
講
座

県民が、本県が目指す未来
像を理解し、福井県民とし
ての自信と誇りを持ち、希
望と活力あふれるふるさと
づくりの主役であるという
意識で行動できるよう、
様々な学びの機会を提供す
る

１ 指導者の養成事業

２ 福井ライフ・アカデミー事業
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　　（１）男女共同参画推進事業

目的・内容 コマ数 開催月

指導者養成講座
地域のリーダーとして男女共同参画を推進する人材を育成
するため、必要な知識や技能を学ぶ講座を開催する。

４ ７月～11月

地域連携講座
地域社会における男女共同参画が推進するよう、公民館等
が開催する研修に講師を派遣し支援する。

７ 通年

教育連携講座
教育関係者が男女共同参画に対する理解を深め、子どもた
ちと適切に関わることができるよう、勉強会等に講師を派
遣し支援する。

６ 通年

県民活動支援講座
各層の男女共同参画が推進するよう、県内のグループや団
体が企画・運営する勉強会等に講師を派遣し支援する。

２ 通年

次世代育成セミナー
(中学生）

中学生に対し、社会に存在する固定的役割分担を見直し、
男女ともに自立した関係の中でそれぞれの役割を担い互い
に尊重する関係などを学ぶ機会を提供する。

４ ７月～２月

高校生のためのセミナー
女子高校生が、性別ではなく自身の興味や適性によって自
由に進路を選択、チャレンジできるよう、女性のロールモ
デルからアドバイスを受ける機会を提供する。

２ ７月～12月

キャリアアップ応援講座
女性が、ステップアップしながら働き続けられるよう、
キャリア形成に役立つ知識やスキルを学ぶ機会を提供す
る。

８ ６月～２月

女性の再就職等
チャレンジ支援セミナー

出産・育児や介護等で離職した女性が円滑に再就職できる
よう、必要な知識や情報を提供し支援する。

４ ６月～２月

キャリア・アカデミー
企業の中でリーダーとして活躍できる女性人材を育成する
ため、資質や意欲を向上できる機会を提供し支援する。

12 ９月～11月

女性リーダーサポート講座
女性部下を持つ管理職を対象に、女性人材育成のための意
識改革やスキルを学ぶ機会を提供する。

３ １０月

企業連携講座
企業が、社員を対象として、働き方の改革や女性人材の活
躍支援を図るための研修を行う場合に、講師を派遣し支援
する。

５ ８月～３月

参
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ス

家
事
・
育
児

新米パパ・ママ応援講座
子育て中の夫婦が、協力して家事・育児を行うとともに、
楽しんで子育てを続けることができるよう、スキルや知識
を身に付ける機会を提供する。

４ ８月～11月

（※１コマは９０分～１２０分）

内　容

男女共同参画社会の実現に向け、各世代の男女県民が集
い、体験や発表、学習などを通して交流する。

２　令和６年度事業計画
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ト
ナ
ー

シ
ッ

プ

コ
ー

ス

次
世
代
育
成

ア
ッ

プ
応
援
コ
ー

ス

働
く
女
性
の
キ
ャ

リ
ア

事　業　名

ふくいきらめきフェスティバル
２０２４

開催日・会場

６月８日
結とぴあ
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１ 男女共同参画学習事業 ゆー・あいカレッジ

２ ふくいきらめきフェスティバル開催事業

　　（２）生涯学習推進事業

内　容

業務またはボランティアで社会教育や生涯学習に携
わる者が、地域社会の課題等に適切に対応し、社会
教育や生涯学習の指導者として期待される役割を十
分に果たせるよう、必要な知識や情報、技能等を身
に付ける研修機会を提供する。

（１）主催事業

講座名 目的 分野・内容等 回数 開催（予定）月

生活学習館が企画、実施

歴史 ３ ８月～１月

自然科学 ３ ６月～２月

経済・産業 ３ ７月～２月

芸術・文化 ３ ８月～２月

現代社会 ３ ７月～１月

地域づくり ３ ８月～２月

若狭図書学習センターが企画、実施

芸術・文化 1 ６月～１月

現代社会 ２ ６月～２月

経済・産業 1 ６月～２月

自然科学 ２ ６月～１月

事業名

　 福井ライフ・アカデミー本部が企画し、生活学習館または若狭図書学習センターを主会場として実施する事業。

開催（予定）月

１０月社会教育・生涯学習指導者研修

ふ
る
さ
と
未
来
講
座

県民が、本県が目指す未来
像を理解し、福井県民とし
ての自信と誇りを持ち、希
望と活力あふれるふるさと
づくりの主役であるという
意識で行動できるよう、
様々な学びの機会を提供す
る

１ 指導者の養成事業

２ 福井ライフ・アカデミー事業
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講座名 目的 分野・内容等 回数 開催（予定）月

生活学習館が企画、実施

未定 １ ８月～９月

未定 １ 10月～11月

未定 １ ２月～３月

若狭図書学習センターが企画、実施

未定 １ ６月～11月

未定 １ 10月～11月

講座名 目的 分野・内容等 回数 開催（予定）月

生活学習館が企画、実施

上映作品「ゆずり葉の頃」 ４ ４月

未定 ８月

　　〃 11月

　　〃 ２月

ゆ
う
あ
い
シ
ア
タ
ー

視聴覚教材の有効活用を図
るため、定期的に上映会を
実施する

※生活学習館のみで実施

ふ
る
さ
と
探
究
講
座

ふるさと福井の魅力ある地
域資源に直に触れること
で、郷土に対する愛着や誇
りを育むことができるよ
う、体験型の学びの機会を
提供する
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講座名 目的 分野・内容等 回数 開催（予定）月

生活学習館が企画、実施

未定 １ ８月～９月

未定 １ 10月～11月

未定 １ ２月～３月

若狭図書学習センターが企画、実施

未定 １ ６月～11月

未定 １ 10月～11月

講座名 目的 分野・内容等 回数 開催（予定）月

生活学習館が企画、実施

上映作品「ゆずり葉の頃」 ４ ４月

未定 ８月

　　〃 11月

　　〃 ２月

ゆ
う
あ
い
シ
ア
タ
ー

視聴覚教材の有効活用を図
るため、定期的に上映会を
実施する

※生活学習館のみで実施

ふ
る
さ
と
探
究
講
座

ふるさと福井の魅力ある地
域資源に直に触れること
で、郷土に対する愛着や誇
りを育むことができるよ
う、体験型の学びの機会を
提供する

（２）共催事業

市　町 テーマ・講師 開催（予定）月

福井駅前周辺の活性化について
　　一般社団法人福井県まちづくりセンター　代表理事　竹本　祐司

６月

子どもの健やかな成長を促すより良いかかわり
－親の自己分析からの方法－　　　福井県立大学　教授　吉弘　淳一

７月

農作物のかび毒汚染を防ぐには
～持続可能な食品提供に向けて～（予定）　　　　　　講師は調整中

７月

エンド・オブ・ライフケア
～家族に必要とされる意思決定について～（予定）　　講師は調整中

１１月

ゲームの達人になろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学　教授　西村　保三

８月

理科実験体験教室（２回目）（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

理科実験体験教室（３回目）（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

１０月

「ほめる」について考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学　准教授　藤岡　徹

６月

マインドフルネスって何だろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　仁愛大学　准教授　渡辺　克徳

７月

大人の体力テスト～年齢に負けないカラダの作り方～
　　　　　　　　　　　　　　　　福井県立大学　教授　石原　一成

８月

良い睡眠でこころも身体も元気に（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

からだをサビつかせるＡＧＥの正体～ＡＧＥｓの基礎知識と老化を予防
する食生活・スキンケア法～　　　福井医療大学　教授　北川　敦子

７月

健口は命の源（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

高齢期の心理的健康について考える（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

１１月

光の活用で「モノづくり＆発電～ＵＶレジンでフードアクセサリーから
太陽光電池づくりまで～　　　　　　福井工業大学　教授　原　道寛

７月

地域再生の未来像
　　　　　　　　　　　　　　　　　仁愛大学　特任教授　南保　勝

８月

親子でふんわりシフォンケーキ作り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　佐藤　真実

８月

認知症への理解を深めるために初期認知症者への支援
　　　　　　　　　　　　　　　敦賀市立看護大学　教授　林　祐一

８月

道元禅師に学ぶマインドフルネス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　西村　則昭

７月

こどもの食育講座～暑さに負けない！さわやかフルーツポンチをつく
ろう！～　　　　　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　佐藤　真実

８月

災害時における心と体のセルフケア(予定)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

チームの強化戦略からみるチームマネジメントとポジティブシンキング
について(予定)　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

１１月

自宅でできる！健康を保つ食事と健康～筋肉をつけて健康増進～(予定)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

２月

　「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」に基づき市町が企画、実施する事業で、福井ライフ・アカデミー本
部が費用や広報を支援する。

福井市

敦賀市

大野市

勝山市

あわら市

小浜市
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内　容 実施期間

県民の自主的な学習活動を奨励するため、生活学習館や若
狭図書学習センターを拠点として学習を継続しているグ
ループに対し、練習場所や成果発表の場を提供し、支援す
る。

通　年

内　容 実施期間

視聴覚機器やビデオ・ＤＶＤなどの視聴覚教材を整備し活
用するとともに、公的機関や社会教育団体等へ貸出しを行
う。

通　年

青少年の健全育成と家庭教育の振興をめざし、親と子が語り合える機会を提供するた
め、青少年の実態や活躍を取り上げた１５分間のテレビ番組の制作と放送をテレビ局
に委託する。

越前陶芸村「ひいろの会」、ＮＰＯ法人福井県スペイン語研究会、ＮＰＯ法人福井県
発明くふう研究会、混声合唱団福井コールアカデミー、紫水会、女声合唱団もんしろ
ちょう、白川文字学遊愛会、雪炎俳句会、男声合唱団ゴールデンエイジふくい、陶
遊、向日葵の会、福井絵画友の会、福井きのこ会、ふくいコカリナアンサンブル、マ
ウスｄｅまなぼ、みどり会囲碁クラブ、遊あい俳句会、煉戯窓、Ｗａｓｉ遊楽
（計１９グループ）

生活学習館を活動拠点とする
グループ

生活学習館が主催、または委託して実施する男女共同参画・女性活躍推進事業や生涯
学習推進事業、その他の事業に関する情報のほか、施設予約に関する情報等を掲載し
たホームページを運営する。

ホームページの運営

事業名

学習グループ支援

青少年教育テレビ放送事業
「キラリ！福井っ子」の放送

「学びの道しるべ」の発行

「福井ライフ・アカデミー
ニュース」の発行

支援対象グループ

生活学習館の機能や事業実施状況などを広く県民に周知し、生活学習館に対する理解
や協力を得るため、機関広報誌「学びの道しるべ」を年３回発行する。

生涯学習関連情報が広く県民に提供され、貴重な学習機会が有効に活用されるよう、
主催、共催、連携事業の開催予定を掲載した情報誌「福井ライフ・アカデミーニュー
ス」を毎月発行する。

事業名

視聴覚機器、教材の
整備および貸出し

事業名 内　容

生涯学習情報ネット
ワークシステムの運営

生涯学習相談員の配置

県・市町や関係機関・団体等が主催する講座・催し物情報のほか、生涯学習関連の施
設情報、視聴覚教材・図書情報、講師情報などをオンラインで提供する「福井県生涯
学習情報ネットワークシステム（愛称：まなびぃネットふくい）」を運営し、県民の
生涯学習環境の向上に資する。

多様化、高度化する県民の生涯学習ニーズに対応するため、生涯学習に関する情報や
助言を提供できる生涯学習相談員２名を配置する。

４ 映像ライブラリー事業

５ 情報の収集・提供、相談事業

３ 学習活動の促進事業
市　町 テーマ・講師 開催（予定）月

運動会で活躍するための「かけっこ教室」（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

８月

長寿県ふくいを支える寝たきりにならない栄養学（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

杉田玄白になって体の「かたちとはたらき」について考えよう
～あたま・脳編～（予定）　　　　　 　　　　　　　 講師は調整中

１０月

福井を襲う内陸型（活断層型）地震（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

１月

巡りあひて君へ　～紫式部～
　　　　　　　　　　　　　　ふくい歴女の会　会長　後藤　ひろみ

５月

マジック(手品)で学ぼう！人間の不思議な特徴～マジックと心理学～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学　教授　岸　俊行

７月

医師でも間違える病気・けが・薬の常識 ２（予定）
 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

災害時における心と体のセルフケア
～被災地から学び、災害に備える～（予定）　　　　　講師は調整中

１０月

新しい食を学ぼう！代替肉って何だろう？（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

７月

ウェルビーイングなまちづくり
～幸せを実感できる地域づくりに向けて～（予定）　　講師は調整中

１０月

思春期の子育て　「困った！」を一緒に考えよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学　准教授　大西　将史

７月

災害発生！その時、どう動く？
　　　　　　　　　　　　　　　　福井工業大学　教授　竹田　周平

８月

フランスから美浜へ移住して
　　　　　　　　　　　　　ライター兼写真家　ジュリアン・ジーリ

９月

福井県民の健康に関する現状と課題
　　　　　　　　　　　　　　　　福井工業大学　教授　杉浦　宏季

１１月

古代の若狭・美浜（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

調整中

高浜町
親子で楽しむピアノと絵本（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 講師は調整中

１０月～１１月

若狭町
てつがくカフェ（哲学対話）（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

８月

計　４０　回

令和６年５月２１日現在

（３）連携事業

「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」に基づき県内の公的機関、教育機関または生涯学習の推進に資する団
体等が企画、実施する事業で、福井ライフ・アカデミー本部が広報を支援する。

美浜町

永平寺町

越前町

坂井市

越前市
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内　容 実施期間

県民の自主的な学習活動を奨励するため、生活学習館や若
狭図書学習センターを拠点として学習を継続しているグ
ループに対し、練習場所や成果発表の場を提供し、支援す
る。

通　年

内　容 実施期間

視聴覚機器やビデオ・ＤＶＤなどの視聴覚教材を整備し活
用するとともに、公的機関や社会教育団体等へ貸出しを行
う。

通　年

青少年の健全育成と家庭教育の振興をめざし、親と子が語り合える機会を提供するた
め、青少年の実態や活躍を取り上げた１５分間のテレビ番組の制作と放送をテレビ局
に委託する。

越前陶芸村「ひいろの会」、ＮＰＯ法人福井県スペイン語研究会、ＮＰＯ法人福井県
発明くふう研究会、混声合唱団福井コールアカデミー、紫水会、女声合唱団もんしろ
ちょう、白川文字学遊愛会、雪炎俳句会、男声合唱団ゴールデンエイジふくい、陶
遊、向日葵の会、福井絵画友の会、福井きのこ会、ふくいコカリナアンサンブル、マ
ウスｄｅまなぼ、みどり会囲碁クラブ、遊あい俳句会、煉戯窓、Ｗａｓｉ遊楽
（計１９グループ）

生活学習館を活動拠点とする
グループ

生活学習館が主催、または委託して実施する男女共同参画・女性活躍推進事業や生涯
学習推進事業、その他の事業に関する情報のほか、施設予約に関する情報等を掲載し
たホームページを運営する。

ホームページの運営

事業名

学習グループ支援

青少年教育テレビ放送事業
「キラリ！福井っ子」の放送

「学びの道しるべ」の発行

「福井ライフ・アカデミー
ニュース」の発行

支援対象グループ

生活学習館の機能や事業実施状況などを広く県民に周知し、生活学習館に対する理解
や協力を得るため、機関広報誌「学びの道しるべ」を年３回発行する。

生涯学習関連情報が広く県民に提供され、貴重な学習機会が有効に活用されるよう、
主催、共催、連携事業の開催予定を掲載した情報誌「福井ライフ・アカデミーニュー
ス」を毎月発行する。

事業名

視聴覚機器、教材の
整備および貸出し

事業名 内　容

生涯学習情報ネット
ワークシステムの運営

生涯学習相談員の配置

県・市町や関係機関・団体等が主催する講座・催し物情報のほか、生涯学習関連の施
設情報、視聴覚教材・図書情報、講師情報などをオンラインで提供する「福井県生涯
学習情報ネットワークシステム（愛称：まなびぃネットふくい）」を運営し、県民の
生涯学習環境の向上に資する。

多様化、高度化する県民の生涯学習ニーズに対応するため、生涯学習に関する情報や
助言を提供できる生涯学習相談員２名を配置する。

４ 映像ライブラリー事業

５ 情報の収集・提供、相談事業

３ 学習活動の促進事業
市　町 テーマ・講師 開催（予定）月

運動会で活躍するための「かけっこ教室」（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

８月

長寿県ふくいを支える寝たきりにならない栄養学（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

杉田玄白になって体の「かたちとはたらき」について考えよう
～あたま・脳編～（予定）　　　　　 　　　　　　　 講師は調整中

１０月

福井を襲う内陸型（活断層型）地震（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

１月

巡りあひて君へ　～紫式部～
　　　　　　　　　　　　　　ふくい歴女の会　会長　後藤　ひろみ

５月

マジック(手品)で学ぼう！人間の不思議な特徴～マジックと心理学～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学　教授　岸　俊行

７月

医師でも間違える病気・けが・薬の常識 ２（予定）
 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　講師は調整中

９月

災害時における心と体のセルフケア
～被災地から学び、災害に備える～（予定）　　　　　講師は調整中

１０月

新しい食を学ぼう！代替肉って何だろう？（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

７月

ウェルビーイングなまちづくり
～幸せを実感できる地域づくりに向けて～（予定）　　講師は調整中

１０月

思春期の子育て　「困った！」を一緒に考えよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学　准教授　大西　将史

７月

災害発生！その時、どう動く？
　　　　　　　　　　　　　　　　福井工業大学　教授　竹田　周平

８月

フランスから美浜へ移住して
　　　　　　　　　　　　　ライター兼写真家　ジュリアン・ジーリ

９月

福井県民の健康に関する現状と課題
　　　　　　　　　　　　　　　　福井工業大学　教授　杉浦　宏季

１１月

古代の若狭・美浜（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

調整中

高浜町
親子で楽しむピアノと絵本（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 講師は調整中

１０月～１１月

若狭町
てつがくカフェ（哲学対話）（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師は調整中

８月

計　４０　回

令和６年５月２１日現在

（３）連携事業

「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」に基づき県内の公的機関、教育機関または生涯学習の推進に資する団
体等が企画、実施する事業で、福井ライフ・アカデミー本部が広報を支援する。

美浜町

永平寺町

越前町

坂井市

越前市
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　（１）男女共同参画推進事業

① 男女パートナーシップ推進コース

１

会　場

関西大学文学部教授　多賀　太

福井県未来創造部未来戦略課　主任　齊藤　太樹

㈱リソースフル　代表取締役　中田　明子

（一社）シニアライフデザイン協会　髙平　ゆかり

２

主催者

３

主催者

ＬＧＢＴＱの概要とアンコンシャスバイアスについて

福井大学保健管理センター　医師　岡崎　玲子
11月29日(水) 福井市鷹巣中学校

11月24日(金) 若狭町立熊川小学校
いろいろな性ってなんだろう？

福井工業大学　非常勤講師　武内　昭子

（公財）ふくい女性財団　東野　香里

福井県立大学看護福祉学部　教授　塚本　利幸

11月11日(土) 生活学習館
人生100年、「今どきシニア」のこれからの生き方

10月5日(木)

知ってください、ＤＶのこと～デートＤＶの被害者にも加害者にもならないため
に、性の多様性～

（公財）ふくい女性財団　東野　香里

8月31日(木) 生活学習館

北陸新幹線開業と福井県の地域づくり・人づくり

～私たち地域リーダーに求められることは？～

9月23日(土) 生活学習館
＜体験型＞アンコンシャスバイアス～無意識の偏見を考える～

地域社会における男女共同参画が推進するよう、公民館等が開催する研修に講師を派
遣し支援する。

開 催 日 テーマ・講師

大野男女共同参画
ネットワーク

性の多様性について理解を深めることと、パートナーシップ宣誓制度について

地域連携講座

福井県介護支援専門員協会　理事　天谷　早苗

1月24日(水)
宮崎地域コミュニ
ティ運営委員会

教育関係者が男女共同参画に対する理解を深め、子どもたちと適切に関わることがで
きるよう、勉強会等に講師を派遣し支援する。

生徒研修

開 催 日

福井工業大学　非常勤講師　武内　昭子

11月28日(火)
南越前町男女共同
ネットワーク

介護・介護予防から見えた男女共同参画

福井工業大学　非常勤講師　武内　昭子

性の多様性（ＬＧＢＴＱ）についての基礎知識とパートナーシップ宣誓制度につ
いての理解を深める

10月26日(木) 足羽高等学校

３　令和５年度事業実績　

指導者養成講座
地域のリーダーとして男女共同参画を推進する人材を育成するため、必要な知識や技
能を学ぶ講座を開催する。

開 催 日 テーマ・講師

7月15日(土) 生活学習館
ジェンダーで読み解く　男性の働き方・暮らし方

テーマ・講師

教育連携講座

7月6日(木) 奥越明成高等学校

美方高等学校
性の多様性を認め合おう

福井工業大学　非常勤講師　武内　昭子
9月29日(金)

知ってください、ＤＶのこと～デートＤＶの被害者にも加害者にもならないため
に、性の多様性～

11月13日(月) 坂井高等学校

男女共同参画の視点における家族のあり方
～福井県の「共働き」と「共家事（トモカジ）」～

１ 男女共同参画学習事業 ゆー・あいカレッジ

４

主催者

② 次世代育成支援コース

１

実施校

池田町立池田中学校 自衛隊福井地方協力本部、医療法人林病院

高浜町立内浦中学校
自衛隊福井地方協力本部、㈱オーイング、（独）地域医療機能推進機構若狭高
浜病院付属介護老人保健施設、青郷保育所、内浦保育所

福井市殿下小中学校 ㈱江守情報、福井工業高等専門学校、福井赤十字病院

坂井市立坂井中学校 ㈱江守情報、九頭竜法律事務所、福井県総合福祉事務所、ＡＩＲｎａｉｌオーナー

２

実施校

森永製菓㈱研究所　未来価値創造センター　鈴木　みく

交流会：理系選択後の将来って？

協力企業等：清川メッキ工業㈱、福井県警察本部、福井県土木部河川課

お茶の水女子大学　理学部情報科学科　准教授　五十嵐　悠紀

交流会：理系選択後の将来って？

協力企業等：越前町国民健康保険織田病院、㈱アートテクノロジー、

            丹南農林総合事務所

羽水高等学校

鯖江高等学校

9月15日(金)

㈱ＭＹＦＯＯＴ芸能部　花華院　姫子

12月15日(金) 若狭町立気山小学校
いろいろな性ってなんだろう？

福井工業大学　非常勤講師　武内　昭子

11月25日(土)
福井県退職女性

校長会

ＬＧＢＴＱについて

福井大学保健管理センター　医師　岡崎　玲子

「普通」ってなんですか？

12月1日(金) 福井市進明中学校

開 催 日

高校生のための「科学・技
術者への招待セミナー」

2月1日(木) 科学技術高等学校

仲間の大切さについて（ＬＧＢＴＱの観点から）

㈱ＭＹＦＯＯＴ芸能部　花華院　姫子

中学生に対し、社会に存在する固定的性別役割分担意識に捉われることなく将来の職
業や生き方を選択できるよう、必要な知識や先輩の体験談などを学ぶ機会を提供す
る。
テーマ：私が選ぶ私の進路　～一人ひとりが輝くために～

7月12日(水)

11月8日(水)

10月4日(水)

　コンピュータを用いた手芸設計支援

7月20日(木)

県民活動支援講座
各界各層の男女共同参画が推進するよう、県内のグループや団体が企画・運営する勉
強会等に講師を派遣し支援する。

次世代育成セミナー

9月20日(水)

体験発表協力企業等

　お菓子の商品開発の仕事と理系選択の魅力

開 催 日 テーマ・講師

女子高校生が、性別ではなく自身の興味や適性によって自由に進路を選択、チャレン
ジできるよう、特に理系分野で活躍しているロールモデルからアドバイスを受ける機
会を提供する。

開 催 日 テーマ・講師
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４

主催者

② 次世代育成支援コース

１

実施校

池田町立池田中学校 自衛隊福井地方協力本部、医療法人林病院

高浜町立内浦中学校
自衛隊福井地方協力本部、㈱オーイング、（独）地域医療機能推進機構若狭高
浜病院付属介護老人保健施設、青郷保育所、内浦保育所

福井市殿下小中学校 ㈱江守情報、福井工業高等専門学校、福井赤十字病院

坂井市立坂井中学校 ㈱江守情報、九頭竜法律事務所、福井県総合福祉事務所、ＡＩＲｎａｉｌオーナー

２

実施校

森永製菓㈱研究所　未来価値創造センター　鈴木　みく

交流会：理系選択後の将来って？

協力企業等：清川メッキ工業㈱、福井県警察本部、福井県土木部河川課

お茶の水女子大学　理学部情報科学科　准教授　五十嵐　悠紀

交流会：理系選択後の将来って？

協力企業等：越前町国民健康保険織田病院、㈱アートテクノロジー、

            丹南農林総合事務所

羽水高等学校

鯖江高等学校

9月15日(金)

㈱ＭＹＦＯＯＴ芸能部　花華院　姫子

12月15日(金) 若狭町立気山小学校
いろいろな性ってなんだろう？

福井工業大学　非常勤講師　武内　昭子

11月25日(土)
福井県退職女性

校長会

ＬＧＢＴＱについて

福井大学保健管理センター　医師　岡崎　玲子

「普通」ってなんですか？

12月1日(金) 福井市進明中学校

開 催 日

高校生のための「科学・技
術者への招待セミナー」

2月1日(木) 科学技術高等学校

仲間の大切さについて（ＬＧＢＴＱの観点から）

㈱ＭＹＦＯＯＴ芸能部　花華院　姫子

中学生に対し、社会に存在する固定的性別役割分担意識に捉われることなく将来の職
業や生き方を選択できるよう、必要な知識や先輩の体験談などを学ぶ機会を提供す
る。
テーマ：私が選ぶ私の進路　～一人ひとりが輝くために～

7月12日(水)

11月8日(水)

10月4日(水)

　コンピュータを用いた手芸設計支援

7月20日(木)

県民活動支援講座
各界各層の男女共同参画が推進するよう、県内のグループや団体が企画・運営する勉
強会等に講師を派遣し支援する。

次世代育成セミナー

9月20日(水)

体験発表協力企業等

　お菓子の商品開発の仕事と理系選択の魅力

開 催 日 テーマ・講師

女子高校生が、性別ではなく自身の興味や適性によって自由に進路を選択、チャレン
ジできるよう、特に理系分野で活躍しているロールモデルからアドバイスを受ける機
会を提供する。

開 催 日 テーマ・講師
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③ 働く女性のキャリアアップ応援コース

１

会　場

深谷レジリエンス研究所代表　深谷　純子

２

会　場

オリエンテーション＆ふくい女性活躍支援センターの紹介

ふくい女性活躍支援センター　就職支援指導員　羽生　長由輝

ハローワーク福井の就職支援について

ハローワーク福井　統括職業指導官　上中　祥惠

「働くために知っておきたい社会保険」について

社会保険労務士　森口　美和子

役に立つ労働関係法基礎知識

社会保険労務士　塩崎　幸代

オリエンテーション＆ふくい女性活躍支援センターの紹介

ふくい女性活躍支援センター　就職支援指導員　羽生　長由輝

ハローワーク敦賀の就職支援について

ハローワーク敦賀　統括職業指導官　前田　幸則

これだけは知っておきたい「働く上で必要な労働・社会保険に関する

  最新情報（前編）」                        社会保険労務士　森口　美和子

オリエンテーション＆ふくい女性活躍支援センターの紹介

ふくい女性活躍支援センター　就職支援指導員　羽生　長由輝

これだけは知っておきたい「働く上で必要な労働・社会保険に関する

  最新情報（後編）」                        社会保険労務士　森口　美和子

④ 企業における女性活躍推進コース

１

会　場

㈱アイズプラス　代表取締役　池照　佳代

㈱Ｃｏｒｅｌｅａｄ　代表取締役　有冬　典子

㈱Ｃｏｒｅｌｅａｄ　代表取締役　有冬　典子

女性が、ステップアップしながら働き続けられるよう、キャリア形成に役立つ知識や
スキルを学ぶ機会を提供する。

女性の再就職等チャレンジ
支援セミナー

出産・育児や介護等で離職した女性が円滑に再就職できるよう、必要な知識や情報を
提供し支援する。

　はたらく女性のためのレジリエンス入門

開 催 日 テーマ・講師

オンライン

背伸びしない、でも遠慮しない「女性のためのリーダーシップ講座」

開 催 日

オンライン

テーマ・講師

　～すらすら問題解決～ロジカルシンキングのキホン

9月14日(木)

キャリア・アカデミー
企業の中でリーダーとして活躍できる女性人材を育成するため、資質や意欲を向上で
きる機会を提供し支援する。

生活学習館
　仕事がはかどる文書力向上講座

11月21日(火) 生活学習館
　伝える！伝わる！簡単コミュニケーション術

背伸びしない、でも遠慮しない「女性のためのリーダーシップ講座」

女性のための再就職支援セミナー

11月15日(水)

～自分らしさを知るとチームが輝く～

～自分らしさを知るとチームが輝く～

10月19日(木)

女性リーダーのための周囲を巻き込むコミュニケーションスキル
9月27日（水）
9月28日（木）

生活学習館

9月21日(木)

2月8日(木) オンライン

開 催 日 テーマ・講師

2月29日(木) 中郷公民館

6月1日(木) 粟野公民館
オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

㈱ビジネスプラスサポート　麻野　由佳

キャリアアップ応援講座

ＦＢＣ福井放送　キャスター　川島　秀成

　～幸福感を増やしてストレスを減らす秘訣～

9月22日(金) 生活学習館

女性のための再就職支援セミナー

2月28日(水) 中郷公民館

生活学習館

女性のための再就職支援セミナー

女性のための再就職支援セミナー

２

会　場

３

主催者

～百貨店としての誇りと品格を振る舞いに～

　 新幹線がやってくる!!武生製麵のチームワークを高めて最高のおもてなしで

お客様を迎えよう!!

⑤ 家事・育児参画コース

１

会　場

トータル・ライフ・コンサルタント　中前　昌也

親子で学ぶ！災害から生き延びる災害時ごはん

野菜ソムリエプロ/災害時ごはんコンシェルジュ/防災士　中島　早苗

「もうやめた！」にならない！パパとママのための家事シェア講座

　　午前の部「名もなき家事ワークショップ」

　　午後の部「プロ直伝！パパっと簡単家事シェア講座（掃除編）」

男の家事教室・カジオス代表　尾上　元彦

㈱武生製麵

コミュニケーション力向上研修

オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

2月20日(火)

公益財団法人ふくい女性財団　松岡　幸代

キャリアデザインセミナー

11月18日(土)

9月22日(金) 川﨑物流㈱
ジェンダーバイアスセミナー

福井県立大学看護福祉学部　教授　塚本　利幸

12月28日(木) 西川産業㈱
男女共同参画社会の推進に関するセミナー

ＮＰＯ法人おっとふぁーざー代表理事　舘　直宏

オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

㈱シェヘラザード　代表取締役　坂本　祐央子

女性部下を持つ管理職に対し、女性人材育成のための意識改革やスキル向上の機会を
提供する。

テーマ・講師

㈱そごう・西武
西武福井店

新米パパ・ママ応援講座
子育て中の夫婦が、協力して家事・育児を行うとともに、楽しんで子育てを続けるこ
とができるよう、スキルや知識を身に付ける機会を提供する。

女性リーダーサポート講座

開 催 日 テーマ・講師

開 催 日 テーマ・講師

企業連携講座
企業が、社員を対象として、働き方の改革や女性人材の活躍支援を図るための研修を
行う場合に、講師を派遣し支援する。

10月5日(木) 生活学習館

開 催 日

9月13日(水) ファーストウッド㈱
接遇スキルアップ研修

ことは理代表　桝谷　真澄

9月1日(金) (有)ダイケイ
コミュニケーション力向上研修会

オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

部下の成長を支援する「１ｏｎ１ミーティング」

ビジネスマナー研修会

12月9日(土) ラニイ福井貨物㈱

3月22日(金)
福井キャノン
マテリアル㈱

11月18日(土)

ハラスメントの防止に向けて

白崎由美子社会保険労務士事務所　白崎　由美子

生活学習館

8月5日(土) 生活学習館
子供の夢を叶える！？子育て世代の賢いお金の付き合い方

9月2日(土) 生活学習館
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２

会　場

３

主催者

～百貨店としての誇りと品格を振る舞いに～

　 新幹線がやってくる!!武生製麵のチームワークを高めて最高のおもてなしで

お客様を迎えよう!!

⑤ 家事・育児参画コース

１

会　場

トータル・ライフ・コンサルタント　中前　昌也

親子で学ぶ！災害から生き延びる災害時ごはん

野菜ソムリエプロ/災害時ごはんコンシェルジュ/防災士　中島　早苗

「もうやめた！」にならない！パパとママのための家事シェア講座

　　午前の部「名もなき家事ワークショップ」

　　午後の部「プロ直伝！パパっと簡単家事シェア講座（掃除編）」

男の家事教室・カジオス代表　尾上　元彦

㈱武生製麵

コミュニケーション力向上研修

オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

2月20日(火)

公益財団法人ふくい女性財団　松岡　幸代

キャリアデザインセミナー

11月18日(土)

9月22日(金) 川﨑物流㈱
ジェンダーバイアスセミナー

福井県立大学看護福祉学部　教授　塚本　利幸

12月28日(木) 西川産業㈱
男女共同参画社会の推進に関するセミナー

ＮＰＯ法人おっとふぁーざー代表理事　舘　直宏

オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

㈱シェヘラザード　代表取締役　坂本　祐央子

女性部下を持つ管理職に対し、女性人材育成のための意識改革やスキル向上の機会を
提供する。

テーマ・講師

㈱そごう・西武
西武福井店

新米パパ・ママ応援講座
子育て中の夫婦が、協力して家事・育児を行うとともに、楽しんで子育てを続けるこ
とができるよう、スキルや知識を身に付ける機会を提供する。

女性リーダーサポート講座

開 催 日 テーマ・講師

開 催 日 テーマ・講師

企業連携講座
企業が、社員を対象として、働き方の改革や女性人材の活躍支援を図るための研修を
行う場合に、講師を派遣し支援する。

10月5日(木) 生活学習館

開 催 日

9月13日(水) ファーストウッド㈱
接遇スキルアップ研修

ことは理代表　桝谷　真澄

9月1日(金) (有)ダイケイ
コミュニケーション力向上研修会

オフィス・マインドルージュ代表　藤田　由美子

部下の成長を支援する「１ｏｎ１ミーティング」

ビジネスマナー研修会

12月9日(土) ラニイ福井貨物㈱

3月22日(金)
福井キャノン
マテリアル㈱

11月18日(土)

ハラスメントの防止に向けて

白崎由美子社会保険労務士事務所　白崎　由美子

生活学習館

8月5日(土) 生活学習館
子供の夢を叶える！？子育て世代の賢いお金の付き合い方

9月2日(土) 生活学習館
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会　場

女性のための再就職支援セミナー＆就職面談会

① 講座：１日目　働くために知っておきたい社会保険について

社会保険労務士　森口　美和子

講座：２日目　役に立つ労働関係法の基礎知識

社会保険労務士　塩崎　幸代

② 会社ＰＲ：事業内容、女性や子育て中の方が働きやすい・成長を応援する
　　　　　取り組み、募集求人の仕事内容、勤務条件等を説明

１日目：アクサ生命保険㈱、㈱京呉服平田、ケイカン交通㈱、（医）健康会、

　　　　㈱光道園、㈱スタイル・エッジ、（福）すのうどろっぷ、

　　　　福井信用金庫、福井南郵便局、森川不動産㈱、ラニイ福井貨物㈱
２日目：（特養）ガーデンハイツ春江、京福バス㈱、㈱そごう・西武、

　　　　日本生命保険（相）、（有）ハーヴェスト、（福）福泉会、

　　　　富国生命保険（相）、（福）藤島会、北陸銀行、㈱松川レピヤン

③ 交流会：各企業の方が参加者のテーブルをまわり、自由に質疑応答

女性のための再就職支援セミナー＆就職面談会

① 講座：１日目　ハローワーク敦賀の就職支援について

ハローワーク敦賀　統括職業指導官　前田　幸則

　　　　　　　これだけは知っておきたい！

　　　　　　　「働く上で必要な労働・社会保険に関する最新情報（前編）」

社会保険労務士　森口　美和子

講座：２日目　これだけは知っておきたい！

　　　　　　　「働く上で必要な労働・社会保険に関する最新情報（後編）」

社会保険労務士　森口　美和子

② 会社ＰＲ：事業内容、女性や子育て中の方が働きやすい・成長を応援する
　　　　　取り組み、募集求人の仕事内容、勤務条件等を説明

１日目：植田工業㈱、㈱塩浜工業、第一生命保険㈱、㈱福井銀行、

　　　　㈱ふくい整理収納サービス、㈱ミヤゲン
２日目：㈱アスピカ、㈱ＣａＳｙ、敦賀第一交通㈱、敦賀郵便局、

　　　　　　東洋紡㈱、パーソネルサービス㈱、㈱マップトラベル

③ 交流会：各企業の方が参加者のテーブルをまわり、自由に質疑応答

会　場

「あなたらしく自分らしく輝くために、私たちにできること」

 やさしいヨーガセラピー、お花畑のジェルキャンドルをつくろう、

 お花のペン立てを作ろう！グラスアート体験　他

内容

9月21日(木)
9月22日(金)

生活学習館

ふくいきらめきフェスティバル２０２３

 記念講演：『自分らしく』を楽しく！

開 催 日

 ワークショップ：

㈱朝日出版　AERA編集長　木村　恵子

6月24日(土) 生活学習館

開 催 日

2月28日(水)
2月29日(木)

中郷公民館

テーマ・講師

３ ふくいきらめきフェスティバル開催事業

２ 女性活躍支援センター事業 再就職支援セミナー 　（２）生涯学習推進事業

　１　社会教育・生涯学習指導者研修

開催日 会　場

１月28日（日）
生活学習館

(サテライト会場
若狭C）

（１）主催事業

①　ふるさと未来講座

　１　歴史

開催日 会　場

６月１日（木）
生活学習館

(若狭C同時配信)

12月16日（土）
生活学習館

(YouTube録画配信)

１月21日（日）
若狭図書

学習センター

１月31日（水） 生活学習館

　２　自然科学

開催日 会　場

５月17日（水） 生活学習館

７月30日（日）
若狭図書

学習センター
(生学館同時配信)

８月１日（火）
生活学習館

(若狭C同時配信）
(YouTube録画配信)

　 ２月12日
      （月・休）

若狭図書
学習センター

   ２月23日
      （金・祝）

生活学習館
(YouTube同時配信)

テーマ・講師

日本三大萬歳　越前萬歳の歴史と魅力に迫る！
　　　　　　　　　　　福井県立若狭歴史博物館　主任学芸員　川波　久志

午前：人が集まる講座、イベントのつくり方
午後：人が集まる広報の工夫、チラシのつくり方
　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人ジェンダー平等Labota
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　坂田　静香

大安禅寺と越前松平家
　　　　　　　　　　　    　　  萬松山　大安禅寺　副住職　高橋　玄峰

テーマ・講師

継体大王と越前・若狭の古墳
　　　　　　　　　　　　　　　　　佛教大学　歴史学部　教授　堀　大介

テーマ・講師

もっと知ってほしい、福井県の外来生物
　　　　　　　　　　　福井県自然保護センター　企画主査　五十川　祥代

地球以外に生命を宿す天体はあるのだろうか？
　　　京都大学　大学院理学研究科　宇宙物理学教室　助教　佐々木　貴教

福井の水産業を変える　～かつみ水産ベースの挑戦～
　　　  　　　　　福井県立水産試験場 企画・先端研究部長
　　　　　　　　　ふくい水産振興センター事務局員　　　　　領家　一博

花在れバこそ吾れも在り　－牧野富太郎の生涯
　　　　  　　　　高知県立牧野植物園広報課長・研究員　　　藤川　和美

紫式部の「恋」と「愛」
　　　　　　　　　　　滋賀文教短期大学国文学科　准教授　　池田　大輔

私たちが気候危機をくい止める最後の世代！　～私から始める脱炭素革命～
　　　　　　　　　　　ＮＨＫエンタープライズ
　　　　　　　　　　　　　エグゼクティブ・プロデューサー　堅達　京子

２ 福井ライフ・アカデミー事業

１ 指導者の養成事業
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　（２）生涯学習推進事業

　１　社会教育・生涯学習指導者研修

開催日 会　場

１月28日（日）
生活学習館

(サテライト会場
若狭C）

（１）主催事業

①　ふるさと未来講座

　１　歴史

開催日 会　場

６月１日（木）
生活学習館

(若狭C同時配信)

12月16日（土）
生活学習館

(YouTube録画配信)

１月21日（日）
若狭図書

学習センター

１月31日（水） 生活学習館

　２　自然科学

開催日 会　場

５月17日（水） 生活学習館

７月30日（日）
若狭図書

学習センター
(生学館同時配信)

８月１日（火）
生活学習館

(若狭C同時配信）
(YouTube録画配信)

　 ２月12日
      （月・休）

若狭図書
学習センター

   ２月23日
      （金・祝）

生活学習館
(YouTube同時配信)

テーマ・講師

日本三大萬歳　越前萬歳の歴史と魅力に迫る！
　　　　　　　　　　　福井県立若狭歴史博物館　主任学芸員　川波　久志

午前：人が集まる講座、イベントのつくり方
午後：人が集まる広報の工夫、チラシのつくり方
　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人ジェンダー平等Labota
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　坂田　静香

大安禅寺と越前松平家
　　　　　　　　　　　    　　  萬松山　大安禅寺　副住職　高橋　玄峰

テーマ・講師

継体大王と越前・若狭の古墳
　　　　　　　　　　　　　　　　　佛教大学　歴史学部　教授　堀　大介

テーマ・講師

もっと知ってほしい、福井県の外来生物
　　　　　　　　　　　福井県自然保護センター　企画主査　五十川　祥代

地球以外に生命を宿す天体はあるのだろうか？
　　　京都大学　大学院理学研究科　宇宙物理学教室　助教　佐々木　貴教

福井の水産業を変える　～かつみ水産ベースの挑戦～
　　　  　　　　　福井県立水産試験場 企画・先端研究部長
　　　　　　　　　ふくい水産振興センター事務局員　　　　　領家　一博

花在れバこそ吾れも在り　－牧野富太郎の生涯
　　　　  　　　　高知県立牧野植物園広報課長・研究員　　　藤川　和美

紫式部の「恋」と「愛」
　　　　　　　　　　　滋賀文教短期大学国文学科　准教授　　池田　大輔

私たちが気候危機をくい止める最後の世代！　～私から始める脱炭素革命～
　　　　　　　　　　　ＮＨＫエンタープライズ
　　　　　　　　　　　　　エグゼクティブ・プロデューサー　堅達　京子

２ 福井ライフ・アカデミー事業

１ 指導者の養成事業
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　６　地域づくり

開催日 会　場

７月５日（水） 生活学習館

12月６日（水）
アオッサ

(YouTube録画配信)

12月９日（土）
生活学習館

(若狭C同時配信)

②　ふるさと探究講座

生活学習館を拠点に開催

開催日 会　場

８月24日（木）
三国コミュニティ
センター周辺地域

10月29日（日）
敦賀ムゼウム・
敦賀市金ヶ崎地区
鉄道遺産

３月７日（木）
ゆめおーれ勝山、
えちぜん鉄道勝山
駅

若狭図書学習センターを拠点に開催

開催日 会　場

11月12日（日）
おおい町さきやま
会館
名田庄総合木炭

11月19日（日）

越前市かこさとし
ふるさと絵本館・
砳（らく）他

文化人の足跡をたどって　三國の小路そぞろ歩き
　　　　　　　　  　三国コミュニティセンター　センター長　谷川　辰夫

人道の港と海を越えた鉄道　敦賀を訪ねる
　　　　　　　　　　　　　　  　敦賀市人道の港発信室室長・
　　　　　　　　　　　　　　　　人道の港敦賀ムゼウム館長　西川　明徳

福井県の近代絹織物業の歴史をたどる　～「ゆめおーれ勝山」で深掘り！～
　　　　　　　　　　　　　 　　　 坂井市龍翔博物館　館長　笠松　雅弘

テーマ・講師

テーマ・講師等

場づくりとは何か？　～地域で場を編み出す際に大切なコト～
　　　　　 　株式会社ここにある　代表取締役 / 場を編む人　藤本　　遼
　　　　　 　sandwich home 代表 / 地域づくりプレーヤー　　山川　真奈

県民が主体的に関わる公共空間のリノベーション
　　　　　　　　　　　　  　　　　オープン・エー代表取締役　建築家
　　　　　　　　　　　　　　　　　東北芸術工科大学教授　　馬場　正尊

創造的な産地をつくる
　　 　　　　　　　TSUGI代表・クリエイティブディレクター　新山　直広

炭（カーボン）を知る・炭に親しむ
　　　　　　　　　　　福井工業大学基盤教育機構　教授　　　蔵田　浩之
　　　　　　　　　　　名田庄総合木炭　　　　　　製炭師　木戸口　武夫

テーマ・講師

かこさとしさんのゆかりの地（越前市）を訪ねて
　　　　　　　　　　　読書アドバイザー　　　　　　　　　谷出　千代子

　３　経済・産業

開催日 会　場

９月14日（木） 生活学習館

12月１日（金）
生活学習館

(若狭C同時配信）
(特設敦賀同時配信)

　２月28日（水）
生活学習館

(YouTube録画配信)

　４　芸術・文化

開催日 会　場

   10月９日
      （月・祝）

生活学習館

11月４日（土）
生活学習館

(若狭C同時配信)
(YouTube録画配信)

２月４日（日）
若狭図書

学習センター

３月２日（土） 生活学習館

　５　現代社会

開催日 会　場

 ７月９日（日）
生活学習館

(若狭C同時配信)

11月11日（土）
若狭図書

学習センター
(生学館同時配信)

11月14日（火）
生活学習館

(YouTube録画配信)

12月20日（水） 生活学習館

２月24日（土）
若狭図書

学習センター

地域におけるＳｏｃｉｅｔｙ５．０の実践事例とＣｈａｔＧＰＴ/ＧＰＴ－４
による試作と展望
　　　　　　　　　　　福井工業大学　ＡＩ＆ＩｏＴセンター長
　　　　　　　　　　　工学部　電気電子情報工学科　教授　　芥子　育雄

北陸新幹線開業！　～成功のカギは県民一人ひとり～
　　　　　一般社団法人福井県まちづくりセンター　代表理事　竹本　祐司

今だからこそ強く発信しよう！『ふくいはおいしい』
　　　　　　　　　　　　  福井グルマンディーズ事業協同組合　理事長
　　　　                  福井ガストロノミー協会　専務理事
　　　　                  合資会社 開花亭　代表社員　  　 開発　　毅

ようこそ！北陸新線線　－新幹線のワクワク・ドキドキを伝えます－
　　　　　　　　　　　　　　　　　      　旅の文筆家　　蜂谷　あす美

地域貢献に向けたスマート水産業の活用
                       福井県立大学　海洋生物資源学部
　　　　　　　　　　　　　　　　先端増養殖科学科　准教授　渡慶次　力

テーマ・講師

現代短歌がおもしろい　～味わい　作り　楽しもう～
　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　北野　よしえ

地域の魅力をむすぶ福井の方言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学名誉教授　　加藤　和夫

福井のそばが日本一おいしい理由
  　－福井と日本の蕎麦食文化をわかりやすく解説－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕎麦研究家　　片山　虎之介

箏の魅力を世界へ　～ＳＮＳを通して繋がる音楽と人～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箏奏者　　後藤　礼奈

Viva la 新幹線！つながる北陸　～新幹線開業がもたらす効果とは～
　　　　株式会社日本政策投資銀行　北陸支店　企画調査課長　飯田　一之

テーマ・講師

テーマ・講師

超高齢社会を生き抜く知恵～サルコペニアの予防法～
　　　　　　　　福井大学　医学部　地域医療推進講座　教授　山村　　修

文化資源をいかし地域経済の循環をつくる　－熊川宿のまちづくりから－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社デキタ　代表　時岡　壮太
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　６　地域づくり

開催日 会　場

７月５日（水） 生活学習館

12月６日（水）
アオッサ

(YouTube録画配信)

12月９日（土）
生活学習館

(若狭C同時配信)

②　ふるさと探究講座

生活学習館を拠点に開催

開催日 会　場

８月24日（木）
三国コミュニティ
センター周辺地域

10月29日（日）
敦賀ムゼウム・
敦賀市金ヶ崎地区
鉄道遺産

３月７日（木）
ゆめおーれ勝山、
えちぜん鉄道勝山
駅

若狭図書学習センターを拠点に開催

開催日 会　場

11月12日（日）
おおい町さきやま
会館
名田庄総合木炭

11月19日（日）

越前市かこさとし
ふるさと絵本館・
砳（らく）他

文化人の足跡をたどって　三國の小路そぞろ歩き
　　　　　　　　  　三国コミュニティセンター　センター長　谷川　辰夫

人道の港と海を越えた鉄道　敦賀を訪ねる
　　　　　　　　　　　　　　  　敦賀市人道の港発信室室長・
　　　　　　　　　　　　　　　　人道の港敦賀ムゼウム館長　西川　明徳

福井県の近代絹織物業の歴史をたどる　～「ゆめおーれ勝山」で深掘り！～
　　　　　　　　　　　　　 　　　 坂井市龍翔博物館　館長　笠松　雅弘

テーマ・講師

テーマ・講師等

場づくりとは何か？　～地域で場を編み出す際に大切なコト～
　　　　　 　株式会社ここにある　代表取締役 / 場を編む人　藤本　　遼
　　　　　 　sandwich home 代表 / 地域づくりプレーヤー　　山川　真奈

県民が主体的に関わる公共空間のリノベーション
　　　　　　　　　　　　  　　　　オープン・エー代表取締役　建築家
　　　　　　　　　　　　　　　　　東北芸術工科大学教授　　馬場　正尊

創造的な産地をつくる
　　 　　　　　　　TSUGI代表・クリエイティブディレクター　新山　直広

炭（カーボン）を知る・炭に親しむ
　　　　　　　　　　　福井工業大学基盤教育機構　教授　　　蔵田　浩之
　　　　　　　　　　　名田庄総合木炭　　　　　　製炭師　木戸口　武夫

テーマ・講師

かこさとしさんのゆかりの地（越前市）を訪ねて
　　　　　　　　　　　読書アドバイザー　　　　　　　　　谷出　千代子

　３　経済・産業

開催日 会　場

９月14日（木） 生活学習館

12月１日（金）
生活学習館

(若狭C同時配信）
(特設敦賀同時配信)

　２月28日（水）
生活学習館

(YouTube録画配信)

　４　芸術・文化

開催日 会　場

   10月９日
      （月・祝）

生活学習館

11月４日（土）
生活学習館

(若狭C同時配信)
(YouTube録画配信)

２月４日（日）
若狭図書

学習センター

３月２日（土） 生活学習館

　５　現代社会

開催日 会　場

 ７月９日（日）
生活学習館

(若狭C同時配信)

11月11日（土）
若狭図書

学習センター
(生学館同時配信)

11月14日（火）
生活学習館

(YouTube録画配信)

12月20日（水） 生活学習館

２月24日（土）
若狭図書

学習センター

地域におけるＳｏｃｉｅｔｙ５．０の実践事例とＣｈａｔＧＰＴ/ＧＰＴ－４
による試作と展望
　　　　　　　　　　　福井工業大学　ＡＩ＆ＩｏＴセンター長
　　　　　　　　　　　工学部　電気電子情報工学科　教授　　芥子　育雄

北陸新幹線開業！　～成功のカギは県民一人ひとり～
　　　　　一般社団法人福井県まちづくりセンター　代表理事　竹本　祐司

今だからこそ強く発信しよう！『ふくいはおいしい』
　　　　　　　　　　　　  福井グルマンディーズ事業協同組合　理事長
　　　　                  福井ガストロノミー協会　専務理事
　　　　                  合資会社 開花亭　代表社員　  　 開発　　毅

ようこそ！北陸新線線　－新幹線のワクワク・ドキドキを伝えます－
　　　　　　　　　　　　　　　　　      　旅の文筆家　　蜂谷　あす美

地域貢献に向けたスマート水産業の活用
                       福井県立大学　海洋生物資源学部
　　　　　　　　　　　　　　　　先端増養殖科学科　准教授　渡慶次　力

テーマ・講師

現代短歌がおもしろい　～味わい　作り　楽しもう～
　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　北野　よしえ

地域の魅力をむすぶ福井の方言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学名誉教授　　加藤　和夫

福井のそばが日本一おいしい理由
  　－福井と日本の蕎麦食文化をわかりやすく解説－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕎麦研究家　　片山　虎之介

箏の魅力を世界へ　～ＳＮＳを通して繋がる音楽と人～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箏奏者　　後藤　礼奈

Viva la 新幹線！つながる北陸　～新幹線開業がもたらす効果とは～
　　　　株式会社日本政策投資銀行　北陸支店　企画調査課長　飯田　一之

テーマ・講師

テーマ・講師

超高齢社会を生き抜く知恵～サルコペニアの予防法～
　　　　　　　　福井大学　医学部　地域医療推進講座　教授　山村　　修

文化資源をいかし地域経済の循環をつくる　－熊川宿のまちづくりから－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社デキタ　代表　時岡　壮太

－ 21－



③　ゆうあいシアター

　１　ゆうあいシアター

開催日 会場

４月21日（金）
４月22日（土）

生活学習館

   ８月11日
　　　 （金・祝）
   ８月12日（土）
   ８月19日（土）

〃

   11月22日（水）
   11月23日
       （木・祝）

〃

２月24日（土）
２月25日（日）

〃
「こぎつねのおくりもの」
「山古志村のマリと三匹の子犬」

「手紙　-TEGAMI-」

夏休みこどもシアター
「ぞくぞく村のオバケたち①」
「ちびねこチョビ／ちびねこコビとおともだち」

内　容

「さくら　夢よ、咲け。」

（２）共催事業

　１　共催講座

市　町 開催日

６月10日（土）

６月21日（水）

７月20日（木）

８月30日（水）

11月18日（土）

12月３日（日）

９月９日（土）

10月21日（土）

７月27日（木）

９月11日（月）

11月20日（月）

７月23日（日）

７月29日（土）

８月８日（火）

８月29日（火）

福井発のアンチエイジング（老化防止）食品とは？
　～食品研究の最前線～
　　　　　　　　福井県立大学　教授　伊藤　崇志

地域再生の未来像
　　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　南保　勝

勝山市教育会館

勝山市市民交流センター

田んぼの水を顕微鏡でのぞいてみませんか？私たちは
たった一つの卵から始まった！
　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　西出　和彦

新幹線のデザインのふしぎ　－日本最初の新幹線から
北陸新幹線まで－
　　　　　　　　福井工業大学　教授　池田　岳史

〃
算数・数学おもちゃ箱　～絵作りパズルとキューブ・
パズルを作って遊ぼう～
　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　伊禮　三之

会　場

アオッサ

〃

環境負荷の削減にむけて「培養肉」の現状と課題
　　　　　　　　福井工業大学　教授　古澤　和也

笑って笑ってストレス解消
  　　　　　　仁愛大学　非常勤講師　山村　惠子

健康なからだをつくる心と体のトレーニング
　　　　　福井工業高等専門学校　教授　東　章弘

〃

理系の夢への挑戦！　～イマドキ研究者のお仕事と
生活と夢～
            福井県立大学　准教授　丸山　千登勢

テーマ・講師

ウェルビーイングなまちづくり　～幸せを実感できる
地域づくりに向けて～
　　　　　　　　福井県立大学　准教授　高野　翔

大腸がんで命を落とすのは日本人だけ　～その理由と
私たちがすべきこと～
　県民健康センターがん検診事業部長　松田　一夫

大野市

介護を“悔護”にしないため今からできること
　　　　　　敦賀市立看護大学　講師　鈴木　隆史

〃

〃
家庭でも備えよう！災害時備蓄用防災食品
　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　野村　卓正

大野市生涯学習センター
学びの里「めいりん」

良い睡眠でこころも身体も元気に
　　　　　　　福井大学医学部　教授　小坂　浩隆

勝山市

勝山市教育会館
とこずれおよび皮膚が破れたり裂けてしまうことの予
防と治療
          　　　福井医療大学　教授　北川　敦子

福井市

敦賀市

小浜市

雲浜コミュニティセンター

〃

今富コミュニティセンター

敦賀市生涯学習センター

〃

－ 22－



③　ゆうあいシアター

　１　ゆうあいシアター

開催日 会場

４月21日（金）
４月22日（土）

生活学習館

   ８月11日
　　　 （金・祝）
   ８月12日（土）
   ８月19日（土）

〃

   11月22日（水）
   11月23日
       （木・祝）

〃

２月24日（土）
２月25日（日）

〃
「こぎつねのおくりもの」
「山古志村のマリと三匹の子犬」

「手紙　-TEGAMI-」

夏休みこどもシアター
「ぞくぞく村のオバケたち①」
「ちびねこチョビ／ちびねこコビとおともだち」

内　容

「さくら　夢よ、咲け。」

（２）共催事業

　１　共催講座

市　町 開催日

６月10日（土）

６月21日（水）

７月20日（木）

８月30日（水）

11月18日（土）

12月３日（日）

９月９日（土）

10月21日（土）

７月27日（木）

９月11日（月）

11月20日（月）

７月23日（日）

７月29日（土）

８月８日（火）

８月29日（火）

福井発のアンチエイジング（老化防止）食品とは？
　～食品研究の最前線～
　　　　　　　　福井県立大学　教授　伊藤　崇志

地域再生の未来像
　　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　南保　勝

勝山市教育会館

勝山市市民交流センター

田んぼの水を顕微鏡でのぞいてみませんか？私たちは
たった一つの卵から始まった！
　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　西出　和彦

新幹線のデザインのふしぎ　－日本最初の新幹線から
北陸新幹線まで－
　　　　　　　　福井工業大学　教授　池田　岳史

〃
算数・数学おもちゃ箱　～絵作りパズルとキューブ・
パズルを作って遊ぼう～
　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　伊禮　三之

会　場

アオッサ

〃

環境負荷の削減にむけて「培養肉」の現状と課題
　　　　　　　　福井工業大学　教授　古澤　和也

笑って笑ってストレス解消
  　　　　　　仁愛大学　非常勤講師　山村　惠子

健康なからだをつくる心と体のトレーニング
　　　　　福井工業高等専門学校　教授　東　章弘

〃

理系の夢への挑戦！　～イマドキ研究者のお仕事と
生活と夢～
            福井県立大学　准教授　丸山　千登勢

テーマ・講師

ウェルビーイングなまちづくり　～幸せを実感できる
地域づくりに向けて～
　　　　　　　　福井県立大学　准教授　高野　翔

大腸がんで命を落とすのは日本人だけ　～その理由と
私たちがすべきこと～
　県民健康センターがん検診事業部長　松田　一夫

大野市

介護を“悔護”にしないため今からできること
　　　　　　敦賀市立看護大学　講師　鈴木　隆史

〃

〃
家庭でも備えよう！災害時備蓄用防災食品
　　　　　　　　　　仁愛大学　教授　野村　卓正

大野市生涯学習センター
学びの里「めいりん」

良い睡眠でこころも身体も元気に
　　　　　　　福井大学医学部　教授　小坂　浩隆

勝山市

勝山市教育会館
とこずれおよび皮膚が破れたり裂けてしまうことの予
防と治療
          　　　福井医療大学　教授　北川　敦子

福井市

敦賀市

小浜市

雲浜コミュニティセンター

〃

今富コミュニティセンター

敦賀市生涯学習センター

〃
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市　町 開催日

８月23日（水）

10月16日（月）

２月５日（月）

３月21日（木）

７月31日（月）

９月４日（月）

９月８日（金）

10月20日（金）

７月15日（土）

９月２日（土）

11月18日（土）

12月16日（土）

７月30日（日）

11月25日（土）

１月29日（月）

１月31日（水）

２月２日（金）

３月19日（火）

３月26日（火）
越前民家の仏間にみる真宗念仏と住まい
　　　　　　　　福井工業大学　教授　市川　秀和

南越前町文化会館

新幹線のデザインのふしぎ　－日本最初の新幹線から
北陸新幹線まで－
　　　　　　　　福井工業大学　教授　池田　岳史

永平寺緑の村ふれあい
センター

〃

〃

知っていますか　薬の常識・非常識
　　　　　　敦賀市立看護大学　教授　山崎　弘美

越前市

越前市生涯学習センター

〃
杉田玄白になって体の「かたちとはたらき」について
考えよう　～筋・骨格編～
　　　　　　　　福井医療大学　教授　猪口　徳一

〃

〃

認知症への理解を深めるために　初期認知症者への支
援・その時家族は…
　　　　　　敦賀市立看護大学　教授　家根　明子

良い睡眠でこころも身体も元気に
　　　　　　　福井大学医学部　教授　小坂　浩隆

〃

あわら市

〃

会　場 テーマ・講師

二次交通を考える　～福井の交通とまちづくり～
　　　　　　　　　　福井大学　教授　川本　義海

ハートピア春江

みくに市民センター

みんなで学ぶ防災セミナー
　　　　　　　　　　　～避難時の心得について～
　　　　　敦賀市立看護大学　教授　山崎　加代子

越前国の歴史　～古代北陸道から考える～
　　　　　　　　　　福井大学　教授　門井　直哉

今から実践　健康への第一歩！　～豊かな生活を営む
ための運動～
          　　　福井工業大学　教授　杉浦　宏季

あわら市中央公民館
もっと知りたい！大人のコミュニケーション講座
　　　　　特定非営利活動法人たんなん夢レディオ
　　　　　　　　　　　　　　理事長　菅原　藤理

〃

高椋コミュニティ
センター

医師でも間違える病気・けが・薬の常識　＜ボケた！
＞と思っても５割は別の病気
　　　　　　　福井大学医学部　講師　小淵　岳恒

春江中コミュニティ
センター

フレイル予防　笑顔で楽しく ！
　　　　　福井県作業療法士会　会長　田嶋　神智

東京五輪を目指したチームマネジメント
　　　　　　　福井工業大学　教授　中垣内　祐一

坂井市

〃

永平寺町

南越前町

ふるさとふくいの環境　～人と生き物のくらしを支え
る豊かなふくいの水～
  　　福井工業高等専門学校　准教授　奥村　充司

防災力アップ！災害から生き残る能力を養う
　　　　　　　　福井工業大学　教授　竹田　周平

〃
被災地から学ぶ、災害に備える
　　　　　　　福井大学医学部　助教　酒井　彰久

ジュニア・バレーボール教室
　　　　　　　福井工業大学　教授　中垣内　祐一

上志比公民館

越前国の歴史　～古代北陸道から考える～
　　　　　　　　　　福井大学　教授　門井　直哉

市　町 開催日

越前町 ６月18日（日）

10月18日（水）

11月11日（土）

高浜町 11月26日（日）

８月６日（日）

３月13日（水）

（３）福井ライフ・アカデミー講座等実施状況（講座数、受講者数）

主催講座 共催講座 連携講座 計

講座数 19(6) 14 299 332

開催回数 47(8) 40 1,542 1,629

受講者数 2,066(203) 1,549 255,960 259,575

若狭町

美浜町

高浜町和田公民館

〃

　※主催講座の（　）は、若狭図書学習センター実施分（内数）

越前町生涯学習センター
自己肯定感を高め、あきらめない心を育むポジティブ
な子育て
      　　　　　福井県立大学　教授　吉弘　淳一

オランダから若狭へ　～私を惹きつけたこの町の
魅力～    福井大学附属国際原子力工学研究所
　　　　　　　　　　　　　　准教授　浪園　真一

てつがくカフェ
　　　　　　　　　福井大学　准教授　西村　高宏

パレア若狭

美浜町歴史文化館
美浜の絵馬
　　　元福井県立歴史博物館　学芸員　山形　裕之

会　場 テーマ・講師

絵本の読み聞かせとピアノ演奏のコラボ
　　　　　　仁愛女子短期大学　教授　木下　由香

美浜町生涯学習センター
なびあす

何で騙されるのだろう？ 私たち人間の不思議な特徴
を探る
　　　　　　　　　　　福井大学　教授　岸　俊行
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市　町 開催日

８月23日（水）

10月16日（月）

２月５日（月）

３月21日（木）

７月31日（月）

９月４日（月）

９月８日（金）

10月20日（金）

７月15日（土）

９月２日（土）

11月18日（土）

12月16日（土）

７月30日（日）

11月25日（土）

１月29日（月）

１月31日（水）

２月２日（金）

３月19日（火）

３月26日（火）
越前民家の仏間にみる真宗念仏と住まい
　　　　　　　　福井工業大学　教授　市川　秀和

南越前町文化会館

新幹線のデザインのふしぎ　－日本最初の新幹線から
北陸新幹線まで－
　　　　　　　　福井工業大学　教授　池田　岳史

永平寺緑の村ふれあい
センター

〃

〃

知っていますか　薬の常識・非常識
　　　　　　敦賀市立看護大学　教授　山崎　弘美

越前市

越前市生涯学習センター

〃
杉田玄白になって体の「かたちとはたらき」について
考えよう　～筋・骨格編～
　　　　　　　　福井医療大学　教授　猪口　徳一

〃

〃

認知症への理解を深めるために　初期認知症者への支
援・その時家族は…
　　　　　　敦賀市立看護大学　教授　家根　明子

良い睡眠でこころも身体も元気に
　　　　　　　福井大学医学部　教授　小坂　浩隆

〃

あわら市

〃

会　場 テーマ・講師

二次交通を考える　～福井の交通とまちづくり～
　　　　　　　　　　福井大学　教授　川本　義海

ハートピア春江

みくに市民センター

みんなで学ぶ防災セミナー
　　　　　　　　　　　～避難時の心得について～
　　　　　敦賀市立看護大学　教授　山崎　加代子

越前国の歴史　～古代北陸道から考える～
　　　　　　　　　　福井大学　教授　門井　直哉

今から実践　健康への第一歩！　～豊かな生活を営む
ための運動～
          　　　福井工業大学　教授　杉浦　宏季

あわら市中央公民館
もっと知りたい！大人のコミュニケーション講座
　　　　　特定非営利活動法人たんなん夢レディオ
　　　　　　　　　　　　　　理事長　菅原　藤理

〃

高椋コミュニティ
センター

医師でも間違える病気・けが・薬の常識　＜ボケた！
＞と思っても５割は別の病気
　　　　　　　福井大学医学部　講師　小淵　岳恒

春江中コミュニティ
センター

フレイル予防　笑顔で楽しく ！
　　　　　福井県作業療法士会　会長　田嶋　神智

東京五輪を目指したチームマネジメント
　　　　　　　福井工業大学　教授　中垣内　祐一

坂井市

〃

永平寺町

南越前町

ふるさとふくいの環境　～人と生き物のくらしを支え
る豊かなふくいの水～
  　　福井工業高等専門学校　准教授　奥村　充司

防災力アップ！災害から生き残る能力を養う
　　　　　　　　福井工業大学　教授　竹田　周平

〃
被災地から学ぶ、災害に備える
　　　　　　　福井大学医学部　助教　酒井　彰久

ジュニア・バレーボール教室
　　　　　　　福井工業大学　教授　中垣内　祐一

上志比公民館

越前国の歴史　～古代北陸道から考える～
　　　　　　　　　　福井大学　教授　門井　直哉

市　町 開催日

越前町 ６月18日（日）

10月18日（水）

11月11日（土）

高浜町 11月26日（日）

８月６日（日）

３月13日（水）

（３）福井ライフ・アカデミー講座等実施状況（講座数、受講者数）

主催講座 共催講座 連携講座 計

講座数 19(6) 14 299 332

開催回数 47(8) 40 1,542 1,629

受講者数 2,066(203) 1,549 255,960 259,575

若狭町

美浜町

高浜町和田公民館

〃

　※主催講座の（　）は、若狭図書学習センター実施分（内数）

越前町生涯学習センター
自己肯定感を高め、あきらめない心を育むポジティブ
な子育て
      　　　　　福井県立大学　教授　吉弘　淳一

オランダから若狭へ　～私を惹きつけたこの町の
魅力～    福井大学附属国際原子力工学研究所
　　　　　　　　　　　　　　准教授　浪園　真一

てつがくカフェ
　　　　　　　　　福井大学　准教授　西村　高宏

パレア若狭

美浜町歴史文化館
美浜の絵馬
　　　元福井県立歴史博物館　学芸員　山形　裕之

会　場 テーマ・講師

絵本の読み聞かせとピアノ演奏のコラボ
　　　　　　仁愛女子短期大学　教授　木下　由香

美浜町生涯学習センター
なびあす

何で騙されるのだろう？ 私たち人間の不思議な特徴
を探る
　　　　　　　　　　　福井大学　教授　岸　俊行
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主たる
活動拠点

　越前陶芸村「ひいろの会」

　ＮＰＯ法人 福井県発明くふう研究会

　混声合唱団福井コールアカデミー

　女声合唱団もんしろちょう

　雪炎俳句会

　陶遊

　福井絵画友の会

　ふくいコカリナアンサンブル

　みどり会囲碁クラブ

　煉戯窓

事業名

視聴覚機器、教材の
整備および貸出し

内　容

視聴覚機器やビデオ・ＤＶＤなどの視聴覚教材を整備し活用するとともに、公的
機関や社会教育団体等へ貸出しを行った。

　１　学習グループ支援
県民の自主的な学習活動を奨励するため、生活学習館や若狭図書学習センターを
拠点として学習を継続している２１グループに対し、練習場所や成果発表の場を
提供することにより支援した。

生活学習館

支援対象グループ

ＮＰＯ法人 福井県スペイン語研究会

福井きのこ会

マウスｄｅまなぼ

遊あい俳句会

Ｗａｓｉ遊楽

若狭図書
学習センター

　ミュージックフレンズ

コーラス華（ＨＡＮＡ）

紫水会

白川文字学遊愛会

男声合唱団ゴールデンエイジふくい

向日葵の会

３ 学習活動の促進事業

４ 映像ライブラリー事業

開催日 会　場

　越前陶芸村「ひいろの会」 　ＮＰＯ法人 福井県発明くふう研究会

　混声合唱団福井コールアカデミー 　紫水会

　女声合唱団もんしろちょう 　白川文字学遊愛会

　男声合唱団ゴールデンエイジふくい 　陶遊

　向日葵の会 　福井絵画友の会

　福井きのこ会 　ふくいコカリナアンサンブル

　マウスｄｅまなぼ 　みどり会囲碁クラブ

　遊あい俳句会 　煉戯窓

　Ｗａｓｉ遊楽

　ミュージックフレンズ

　生涯学習推進期間

生活学習館

学習グループの活動紹介および作品展、グループ紹介

内　容

１１月３日の文化の日にちなみ、様々な分野で自主的に学習活動を継続している
グループに対し、活動の成果を発表する機会を提供して支援するとともに、広く
県民に対し、生涯にわたって学習を続けることの意義を普及啓発した。

青少年の健全育成と家庭教育の振興をめざし、親と子が語り合える機会を提供す
るため、青少年の実態や活躍を取り上げた１５分間のテレビ番組の制作と放送を
福井テレビジョン放送（株）に委託し、９月から３月にかけて計１１回放映し
た。

内　容

ホームページの運営

事業名

生涯学習情報ネット
ワークシステムの運営

生涯学習相談員の配置

「学びの道しるべ」の発行

「福井ライフ・アカデミー
ニュース」の発行

青少年教育テレビ放送事業
「キラリ！福井っ子」の放送

生活学習館が主催、または委託して実施する男女共同参画・女性活躍推進事業や
生涯学習推進事業、その他の事業に関する情報のほか、施設予約に関する情報等
を掲載したホームページを運営した。

生涯学習関連情報が広く県民に提供され、貴重な学習機会が有効に活用されるよ
う、主催、共催、連携事業の開催予定を掲載した情報誌「福井ライフ・アカデ
ミーニュース」を毎月１，４００部ずつ発行した。

生活学習館の機能や事業実施状況などを広く県民に周知し、生活学習館に対する
理解や協力を得るため、機関広報誌「学びの道しるべ」を６月、１０月、１月に
各３，５００部発行した。（１３８号～１４０号）

多様化、高度化する県民の生涯学習ニーズに対応するため、生涯学習に関する情
報や助言を提供できる生涯学習相談員２名を配置した。

県・市町や関係機関・団体等が主催する講座・催し物情報のほか、生涯学習関連
の施設情報、視聴覚教材・図書情報、講師情報などをオンラインで提供する「福
井県生涯学習情報ネットワークシステム（愛称：まなびぃネットふくい）」を通
年で運営し、県民の生涯学習環境の向上に寄与した。

３月３日
若狭図書学習
センター

学習グループの活動紹介

10月３日～３月２日

５ 生涯学習推進期間事業

６ 情報の収集・提供、相談事業
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主たる
活動拠点

　越前陶芸村「ひいろの会」

　ＮＰＯ法人 福井県発明くふう研究会

　混声合唱団福井コールアカデミー

　女声合唱団もんしろちょう

　雪炎俳句会

　陶遊

　福井絵画友の会

　ふくいコカリナアンサンブル

　みどり会囲碁クラブ

　煉戯窓

事業名

視聴覚機器、教材の
整備および貸出し

内　容

視聴覚機器やビデオ・ＤＶＤなどの視聴覚教材を整備し活用するとともに、公的
機関や社会教育団体等へ貸出しを行った。

　１　学習グループ支援
県民の自主的な学習活動を奨励するため、生活学習館や若狭図書学習センターを
拠点として学習を継続している２１グループに対し、練習場所や成果発表の場を
提供することにより支援した。

生活学習館

支援対象グループ

ＮＰＯ法人 福井県スペイン語研究会

福井きのこ会

マウスｄｅまなぼ

遊あい俳句会

Ｗａｓｉ遊楽

若狭図書
学習センター

　ミュージックフレンズ

コーラス華（ＨＡＮＡ）

紫水会

白川文字学遊愛会

男声合唱団ゴールデンエイジふくい

向日葵の会

３ 学習活動の促進事業

４ 映像ライブラリー事業

開催日 会　場

　越前陶芸村「ひいろの会」 　ＮＰＯ法人 福井県発明くふう研究会

　混声合唱団福井コールアカデミー 　紫水会

　女声合唱団もんしろちょう 　白川文字学遊愛会

　男声合唱団ゴールデンエイジふくい 　陶遊

　向日葵の会 　福井絵画友の会

　福井きのこ会 　ふくいコカリナアンサンブル

　マウスｄｅまなぼ 　みどり会囲碁クラブ

　遊あい俳句会 　煉戯窓

　Ｗａｓｉ遊楽

　ミュージックフレンズ

　生涯学習推進期間

生活学習館

学習グループの活動紹介および作品展、グループ紹介

内　容

１１月３日の文化の日にちなみ、様々な分野で自主的に学習活動を継続している
グループに対し、活動の成果を発表する機会を提供して支援するとともに、広く
県民に対し、生涯にわたって学習を続けることの意義を普及啓発した。

青少年の健全育成と家庭教育の振興をめざし、親と子が語り合える機会を提供す
るため、青少年の実態や活躍を取り上げた１５分間のテレビ番組の制作と放送を
福井テレビジョン放送（株）に委託し、９月から３月にかけて計１１回放映し
た。

内　容

ホームページの運営

事業名

生涯学習情報ネット
ワークシステムの運営

生涯学習相談員の配置

「学びの道しるべ」の発行

「福井ライフ・アカデミー
ニュース」の発行

青少年教育テレビ放送事業
「キラリ！福井っ子」の放送

生活学習館が主催、または委託して実施する男女共同参画・女性活躍推進事業や
生涯学習推進事業、その他の事業に関する情報のほか、施設予約に関する情報等
を掲載したホームページを運営した。

生涯学習関連情報が広く県民に提供され、貴重な学習機会が有効に活用されるよ
う、主催、共催、連携事業の開催予定を掲載した情報誌「福井ライフ・アカデ
ミーニュース」を毎月１，４００部ずつ発行した。

生活学習館の機能や事業実施状況などを広く県民に周知し、生活学習館に対する
理解や協力を得るため、機関広報誌「学びの道しるべ」を６月、１０月、１月に
各３，５００部発行した。（１３８号～１４０号）

多様化、高度化する県民の生涯学習ニーズに対応するため、生涯学習に関する情
報や助言を提供できる生涯学習相談員２名を配置した。

県・市町や関係機関・団体等が主催する講座・催し物情報のほか、生涯学習関連
の施設情報、視聴覚教材・図書情報、講師情報などをオンラインで提供する「福
井県生涯学習情報ネットワークシステム（愛称：まなびぃネットふくい）」を通
年で運営し、県民の生涯学習環境の向上に寄与した。

３月３日
若狭図書学習
センター

学習グループの活動紹介

10月３日～３月２日

５ 生涯学習推進期間事業

６ 情報の収集・提供、相談事業
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５ ふくい女性活躍支援センターの利用状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜利用者数＞                 ＜職業紹介関係＞ 

区  分  人数（人）  割合（％）  区  分 件数・人数 

センター利用者数 １，２９３ 

８ 
４３．１  新規求職者数 １８６人 

内

訳

 

男
女
別 

キッズコーナー ６７ ５．２  職業相談件数 （Ａ） ４６６件 

女 性 １，０８５ ８３．９  職業紹介件数 （Ａの内数） ５６件 

男 性 １４１ １０．９  就職件数 （Ａの内数） ５３件 

計 １，２９３ １００．０  

 年
代
別 

キッズコーナー ６７ ５．２ 

 

１０～２０歳代 １０３ ８．０ 

３０歳代 ４４１ ３４．１ 

４０歳代 ２８９ ２２．３ 

５０歳以上 ３９３ ３０．４ 

 

 
計 １，２９３ １００．０  

講座等参加者 ４０２ １３．４ 

 その他（図書貸出し、見学等） １，３０５ 

 
４３．５ 

計 ３，０００ １００．０ 

  

 

＜利用者の利用目的＞ 

区  分 件数（件） 割合（％） 

相 談 １，０８９ ６６．４ 

主

な

相

談

内

容

 

キャリアアップ １４ １．３ 

再就職・就業 ２５８ ２３．７ 

転  職 ２０８ １９．１ 

起  業 ８ ０．７ 

保育所・子育て ８６ ７．９ 

労働問題・人間関係 １３ １．２ 

地域活動・ボランティア ０ ０．０ 

問い合せ ４８９ ４４．９ 

そ の 他 １３ １．２ 

計 １，０８９ １００．０ 

情報収集 ５５０ ３３．６ 

計 １，６３９ 

 
１００．０ 

※複数の利用目的で来所される場合があるため、計は来所者数（1,293 人） 
とは一致しません。 

 

４　施設利用状況（令和５年４月～令和６年３月）

（１）　施設別利用状況 （単位：件、人）

件　数 参加者数 件　数 利用者数 件　数 利用者数

学習室　１０１ 32 409 382 6,777 414 7,186

学習室　１０２ 32 401 342 5,791 374 6,192

学習室　３０１ 16 113 358 4,630 374 4,743

学習室　３０２ 12 102 287 3,616 299 3,718

学習室　３０３ 2 26 220 2,100 222 2,126

学習室　Ｂ１ 0 0 209 3,330 209 3,330

学習室　Ｂ１－２ 0 0 142 1,280 142 1,280

学習室　Ｂ１－３ 0 0 188 1,765 188 1,765

和　室　Ａ 9 63 170 2,108 179 2,171

和　室　Ｂ 9 63 170 1,799 179 1,862

茶　室 9 55 79 367 88 422

ミーティングルームＡ 2 2 207 952 209 954

ミーティングルームＢ 0 0 110 353 110 353

ミーティングルームＣ 0 0 130 366 130 366

ミーティングルームＤ 0 0 133 360 133 360

ミーティングルームＥ 0 0 102 403 102 403

映像ホール 77 1,580 207 7,368 284 8,948

学習室３０４ 縁結び交流室 6 59 186 1,951 192 2,010

創作実習室 0 0 124 1,072 124 1,072

木工室 0 0 6 6 6 6

音楽練習室 0 0 119 1,987 119 1,987

調理実習室 6 100 74 1,058 80 1,158

多目的ホール 23 683 320 32,166 343 32,849

楽屋（和室） 0 0 114 520 114 520

楽屋（洋室） 7 26 192 893 199 919

フィットネスルーム 7 19 87 640 94 659

ギャラリー　Ａ 21 88 122 483 143 571

ギャラリー　Ｂ 0 0 31 48 31 48

ギャラリー　Ｃ 56 239 88 309 144 548

計 326 4,028 4,899 84,498 5,225 88,526

9,522

276

1,358

976

1,503

102,161

女性活躍支援センター

女性総合相談室

合　計

主催事業 貸館事業 合　　　計

情報ルーム

チャイルドルーム

  ウイメンズオアシス
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５ ふくい女性活躍支援センターの利用状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜利用者数＞                 ＜職業紹介関係＞ 

区  分  人数（人）  割合（％）  区  分 件数・人数 

センター利用者数 １，２９３ 

８ 
４３．１  新規求職者数 １８６人 

内

訳

 

男
女
別 

キッズコーナー ６７ ５．２  職業相談件数 （Ａ） ４６６件 

女 性 １，０８５ ８３．９  職業紹介件数 （Ａの内数） ５６件 

男 性 １４１ １０．９  就職件数 （Ａの内数） ５３件 

計 １，２９３ １００．０  

 年
代
別 

キッズコーナー ６７ ５．２ 

 

１０～２０歳代 １０３ ８．０ 

３０歳代 ４４１ ３４．１ 

４０歳代 ２８９ ２２．３ 

５０歳以上 ３９３ ３０．４ 

 

 
計 １，２９３ １００．０  

講座等参加者 ４０２ １３．４ 

 その他（図書貸出し、見学等） １，３０５ 

 
４３．５ 

計 ３，０００ １００．０ 

  

 

＜利用者の利用目的＞ 

区  分 件数（件） 割合（％） 

相 談 １，０８９ ６６．４ 

主

な

相

談

内

容

 

キャリアアップ １４ １．３ 

再就職・就業 ２５８ ２３．７ 

転  職 ２０８ １９．１ 

起  業 ８ ０．７ 

保育所・子育て ８６ ７．９ 

労働問題・人間関係 １３ １．２ 

地域活動・ボランティア ０ ０．０ 

問い合せ ４８９ ４４．９ 

そ の 他 １３ １．２ 

計 １，０８９ １００．０ 

情報収集 ５５０ ３３．６ 

計 １，６３９ 

 
１００．０ 

※複数の利用目的で来所される場合があるため、計は来所者数（1,293 人） 
とは一致しません。 
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６ ふくい女性活躍支援センター出張相談会（ふくい女性つながり 

サポート事業）の利用状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜利用者数＞ 

区  分 

小浜 敦賀 計 

人数

（人） 

割合

（％） 

人数

（人） 
割合（％） 

人数

（件） 
割合（％） 

出張相談会 

利用者数 
４４ １００．０ １７ １００．０ ６１ １００．０ 

年

代

別

 

２０代以下 ４ ９．１ ０ ０ ４ ６．６ 

３０代 ２３ ５２．３ ８ ４７．１ ３１ ５０．８ 

４０代 ８ １８．２ ７ ４１．１ １５ ２４．６ 

５０代以上 ９ ２０．４ ２ １１．８ １１ １８．０ 

うち相談人数 １９ ４３．２ ４ ２３．５ ２３ ３７．７ 

計 ４４ １００．０ １７ １００．０ ６１ １００．０ 

 
 

＜利用者の利用目的＞ 

区  分 

小浜 敦賀 計 

件数

(件) 

割合 

（％） 

件数

(件) 

割合 

（％） 

件数

(件) 

割合 

（％） 

主

な

相

談

内

容
 

キャリアアップ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ 

再就職・就業 ８ １２．７ ４ ２１．０ １２ １４．７ 

転  職 １１ １７．５ １ ５．３ １２ １４．７ 

起  業 １ １．６ ０ ０．０ １ １．２ 

保育所・子育て ０ ０．０ １ ５．３ １ １．２ 

労働問題・人間関係 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ 

地域活動・ボランティア ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ 

問い合せ ３０ ４７．６ １２ ６３．1 ４２ ５１．２ 

そ の 他 １３ ２０．６ １ ５．３ １４ １７．０ 

計 ６３ １００.０ １９ １００.０ ８２ １００．０ 

※複数の利用目的で参加される場合があるため、計は相談人数（２３人）とは一致しません。 

 

  

７ ふくいウイメンズ・オアシス（ふくい女性つながりサポート事業）の 

利用状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜利用者数＞ 

区  分 開催数（回） 割合（％） 人数（人） 割合（％） 

ピアサポートサロン参加者 １１７ １００．０ ５１３ ３４．１ 

内  

訳  

ふくい女性財団主催 （４３） ４１ ３５．１ １１５ ２２．４ 

ピアサポーター連携 （９４） ７０ ５９．８ ３５６ ６９．４ 

出張サロン （６）  ６ ５．１ ４２ ８．２ 

計 （１４３）１１７ １００．０ ５１３ １００．０ 

その他（問い合わせ等）  ９９０ ６５．９ 

内  

訳  

来館 ５６２ ５６．８ 

電話 ４２８ ４３．２ 

計 ９９０ １００．０ 

計 １１７ 

 
１００．０ １，５０３ １００．０ 

（  ）内は企画数 

 

 

＜ピアサポーター登録者数＞ 

区  分 人数・団体数（人・団体） 

登録者（個人） ５ 

登録者（グループ） ８ 

計 １３ 

 
 

＜生理用品配布数＞ 

区  分 配布数（セット） 

ふくいウイメンズ・オアシス ２８６ 

出張サロン（敦賀） ２４ 

出張サロン（小浜） ７３ 

計 ３８３ 
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７ ふくいウイメンズ・オアシス（ふくい女性つながりサポート事業）の 

利用状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜利用者数＞ 

区  分 開催数（回） 割合（％） 人数（人） 割合（％） 

ピアサポートサロン参加者 １１７ １００．０ ５１３ ３４．１ 

内  

訳  

ふくい女性財団主催 （４３） ４１ ３５．１ １１５ ２２．４ 

ピアサポーター連携 （９４） ７０ ５９．８ ３５６ ６９．４ 

出張サロン （６）  ６ ５．１ ４２ ８．２ 

計 （１４３）１１７ １００．０ ５１３ １００．０ 

その他（問い合わせ等）  ９９０ ６５．９ 

内  

訳  

来館 ５６２ ５６．８ 

電話 ４２８ ４３．２ 

計 ９９０ １００．０ 

計 １１７ 

 
１００．０ １，５０３ １００．０ 

（  ）内は企画数 

 

 

＜ピアサポーター登録者数＞ 

区  分 人数・団体数（人・団体） 

登録者（個人） ５ 

登録者（グループ） ８ 

計 １３ 

 
 

＜生理用品配布数＞ 

区  分 配布数（セット） 

ふくいウイメンズ・オアシス ２８６ 

出張サロン（敦賀） ２４ 

出張サロン（小浜） ７３ 

計 ３８３ 
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８ 女性総合相談・ＤＶ被害者相談の利用状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜相談者数＞                     ＜男女別内訳＞ 

区  分 人数（人） 割合（％）  性別 人数（人） 割合（％） 

一

般

相

談

 

相談者数 ９０８ ９３．０  女性 ９５１ ９７．４ 

内 
 

訳 

主
な
相
談
内
容 

体・健康面 ３ ０．３  男性 ２５ ２．６ 

心・精神面 ５１５ ５６．７  計 ９７６ １００．０ 

夫について ６４ ７．０     

子どもについて １３ １．４   ＜年代別内訳＞ 

他の家族について ３４ ３．８  年代 人数（人） 割合（％） 

職場環境について １６ １．８  １０歳代 ０ ０．０ 

ＤＶ暴力被害 １７６ １９．４  ２０歳代 ３９ ４．０ 

他の暴力被害 ３０ ３．３  ３０歳代 １２１ １２．４ 

その他 ５７ ６．３  ４０歳代 ３２９ ３３．７ 

計 ９０８ １００．０  ５０歳代 ２４５ ２５．１ 

利
用
形
態 

来 館 １１３ １２．４  ６０歳代 ２０９ ２１．４ 

電 話 ７９５ ８７．６  ７０歳以上 ３３ ３．４ 

計 ９０８ １００．０  計 ９７６ 

 
１００．０ 

特

別

相

談

 

法
律
相
談 

相談者数 ４３ ４．４   

 

内 
 

訳 

主
な
相
談
内
容 

金銭問題 １０ ２３．３   

離婚 １０ ２３．３  ＜利用形態別内訳＞ 

ＤＶ暴力被害 １２ ２７．９  形態 人数（人） 割合（％） 

他の暴力被害 ２ ４．６  来館 １８１ １８．５ 

 性被害 １ ２．３  電話 ７９５ ８１．５ 

その他 ８ １８．６  計 ９７６ １００．０ 

計 ４３ １００．０     

利
用
形
態 

来 館 ４３ １００．０     

電 話 ０ ０．０  ＜配偶者等暴力被害者＞ 

計 ４３ １００．０  （再掲） 

こ
こ
ろ
の
相
談 

相談者数 ２５ ２．６   人数（人） 割合（％） 

内 
 

訳 

主
な
相
談
内
容 

心理・性・更年期 等 ０ ９．７  一般相談 １７６ ８８．５ 

ＤＶ暴力被害 １１ ３８．７  特別相談   

他の暴力被害 ０ ６．５  法律 １２ ６．０ 

その他 １４ ４５．１  こころ １１ ５．５ 

計 ２５ １００．０  計 １９９ １００．０ 

利
用
形
態 

来 館 ２５ １００．０  

 

 

電 話 ０ ０．０  

計 ２５ １００．０  

特別相談 計 ６８   

合 計 ９７６ １００．０   

関係機関へ繋ぎ、連携した件数（内数）  ７０件 
 

９ 生涯学習に関する相談等の状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜相談件数＞ 

  件数（件）  割合（％） 

相談件数 ８，１４５    

 

 

個 人 ２，３６３ ２９．０ 

団 体 ５，４６８ ６７．１ 

機 関 ３１４ ３．９ 

計 ８，１４５ １００．０ 

相
談
方
法 

来 館 ３，７２３ ４５．７ 

電 話（メール含） ３，９０４ ４７．９ 

ファックス ３１５ ３．９ 

郵 便 ２０３ ２．５ 

計 ８，１４５ １００．０ 

相
談
内
容 

講 座 ５，３５１ ６５．７ 

施 設 ２，７０５ ３３．２ 

教 材 ４７ ０．５ 

講師・指導者  ３ ０．１ 

団体・サークル ９ ０．１ 

調査研究 ２ ０．１ 

その他 ２８ ０．３ 

計 ８，１４５ １００．０ 
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９ 生涯学習に関する相談等の状況（R5.4.1～R6.3.31） 
 

＜相談件数＞ 

  件数（件）  割合（％） 

相談件数 ８，１４５    

 

 

個 人 ２，３６３ ２９．０ 

団 体 ５，４６８ ６７．１ 

機 関 ３１４ ３．９ 

計 ８，１４５ １００．０ 

相
談
方
法 

来 館 ３，７２３ ４５．７ 

電 話（メール含） ３，９０４ ４７．９ 

ファックス ３１５ ３．９ 

郵 便 ２０３ ２．５ 

計 ８，１４５ １００．０ 

相
談
内
容 

講 座 ５，３５１ ６５．７ 

施 設 ２，７０５ ３３．２ 

教 材 ４７ ０．５ 

講師・指導者  ３ ０．１ 

団体・サークル ９ ０．１ 

調査研究 ２ ０．１ 

その他 ２８ ０．３ 

計 ８，１４５ １００．０ 
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１１ オンラインによる情報提供 

（１）福井県生涯学習情報ネットワークシステム 

（愛称「まなびぃネットふくい」） 

 

福井県内の生涯学習関連情報をだれもが、いつでも、どこでも、手軽に入手していただけるよう、

インターネット上で提供するシステムです。ＵＲＬは「https://www.manabi.pref.fukui.jp/manabi/」

です。「まなびぃネットふくい」で検索できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（２）メールマガジン（ｅマガふくい ユー・アイふくい版） 

生涯学習や男女共同参画・女性活躍推進に関する講座等の情報を無料で配信しています。 

   登録者数 １，０４１人（令和６年３月３１日現在） 

  

（パソコン版 トップ画面例） （スマートフォン版 トップ画面例） 

１０ 人材の登録状況 
 

（１）生涯学習リーダーバンク登録者の状況（令和６年３月３１日現在） 
 

＜登録者数＞                ＜指導分野別登録者数＞ 

          人数（人） 割合（％）         人数（人） 割合（％） 

登録者数 １０５ 

 

 

 

  教育関係一般 １６ １４．７ 

 

性
別 

男 性 ５７ ５４．３  人間・社会 ５ ４．６ 

女 性 ４８ ４５．７  自然科学 ３ ２．８ 

計 １０５ １００．０  産業・技術 ３ ２．８ 

年
齢
別 

２９歳以下 ０ ０．０  芸術・文化 ３０ ２７．５ 

３０～４９歳 ４ ３. ８  スポーツ・レクリエーション ７ ６．４ 

５０～６９歳 ３６ ３４．３  家庭生活・趣味 ２７ ２４．７ 

７０歳以上 ６５ ６１. ９  ボランティア・国際関係 ５ ４．６ 

不 詳 ０ ０．０  白川文字学 １３ １１．９ 

計 １０５ １００．０  計 １０９ １００．０ 

居
住
市
町
別 

福井市 ２４ ２２．８ 
 

※複数の分野で登録されている場合があるため、計
は登録者数（105 人）とは一致しません。 

 敦賀市 ９ ８．６ 

小浜市 ２ １．９ 

大野市 ０ ０．０ 

勝山市 ７ ６．７ 

鯖江市 １１ １０．５ 

あわら市 ４ ３．８ 

越前市 ８ ７．６ 

坂井市 ６ ５．７ 

永平寺町 ２ １．９ 

池田町 ０ ０．０ 

南越前町 ３ ２．９ 

越前町 ８ ７．６ 

美浜町 ４ ３．８ 

高浜町 ７ ６．７ 

おおい町 ４ ３．８ 

若狭町 ６ ５．７ 

計 １０５ １００．０ 
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１１ オンラインによる情報提供 

（１）福井県生涯学習情報ネットワークシステム 

（愛称「まなびぃネットふくい」） 

 

福井県内の生涯学習関連情報をだれもが、いつでも、どこでも、手軽に入手していただけるよう、

インターネット上で提供するシステムです。ＵＲＬは「https://www.manabi.pref.fukui.jp/manabi/」

です。「まなびぃネットふくい」で検索できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（２）メールマガジン（ｅマガふくい ユー・アイふくい版） 

生涯学習や男女共同参画・女性活躍推進に関する講座等の情報を無料で配信しています。 

   登録者数 １，０４１人（令和６年３月３１日現在） 

  

（パソコン版 トップ画面例） （スマートフォン版 トップ画面例） 

１０ 人材の登録状況 
 

（１）生涯学習リーダーバンク登録者の状況（令和６年３月３１日現在） 
 

＜登録者数＞                ＜指導分野別登録者数＞ 

          人数（人） 割合（％）         人数（人） 割合（％） 

登録者数 １０５ 

 

 

 

  教育関係一般 １６ １４．７ 

 

性
別 

男 性 ５７ ５４．３  人間・社会 ５ ４．６ 

女 性 ４８ ４５．７  自然科学 ３ ２．８ 

計 １０５ １００．０  産業・技術 ３ ２．８ 

年
齢
別 

２９歳以下 ０ ０．０  芸術・文化 ３０ ２７．５ 

３０～４９歳 ４ ３. ８  スポーツ・レクリエーション ７ ６．４ 

５０～６９歳 ３６ ３４．３  家庭生活・趣味 ２７ ２４．７ 

７０歳以上 ６５ ６１. ９  ボランティア・国際関係 ５ ４．６ 

不 詳 ０ ０．０  白川文字学 １３ １１．９ 

計 １０５ １００．０  計 １０９ １００．０ 

居
住
市
町
別 

福井市 ２４ ２２．８ 
 

※複数の分野で登録されている場合があるため、計
は登録者数（105 人）とは一致しません。 

 敦賀市 ９ ８．６ 

小浜市 ２ １．９ 

大野市 ０ ０．０ 

勝山市 ７ ６．７ 

鯖江市 １１ １０．５ 

あわら市 ４ ３．８ 

越前市 ８ ７．６ 

坂井市 ６ ５．７ 

永平寺町 ２ １．９ 

池田町 ０ ０．０ 

南越前町 ３ ２．９ 

越前町 ８ ７．６ 

美浜町 ４ ３．８ 

高浜町 ７ ６．７ 

おおい町 ４ ３．８ 

若狭町 ６ ５．７ 

計 １０５ １００．０ 
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（３）福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）サイト 

 

 

各事業や貸室の利用手順などを紹介しています。各種申請書の様式をダウンロードできます。 

ＵＲＬは「https://www.manabi.pref.fukui.jp/you-i/」です。「ユー・アイふくい」で検索できます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（４）福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）フェイスブック、X（旧ツイッター） 

福井ライフ・アカデミーが主催する生涯学習に関する講座やふくい女性財団が主催する男女共同参

画・女性活躍推進に関する講座などの情報を掲載しています。 

【フェイスブック】               【X（旧ツイッター）】 

 

（パソコン版 トップ画面例） （スマートフォン版 トップ画面例） 

１２　視聴覚教材、機器、図書（令和６年３月３１日現在）

（１）映像ライブラリー保有教材（貸出可能）

（２）映像ライブラリー貸出実績（令和５年度）

（３）視聴覚機材保有状況

　①　教材管理室　（◎は館内のみ貸出対象、○は館内・館外貸出対象）

１６ミリ映写機 ２台 ○ ＯＨＣ（書画カメラ） ２台 ◎

液晶プロジェクター ３台 ◎ 移動用スクリーン ５台 ○

１６ミリフィルム自動検査機 １台 スクリーン幕 １幕 ○

ビデオライブラリー １式 ビデオプロジェクター ４台 ○

オーディオライブラリー １式 ビデオカセットプレーヤー １台
※館外貸出
   のみ可能

ＤＶＤプレーヤー ２台 ◎

　②　映像ホール

プロジェクター １式 カセットテープレコーダー １台

ＶＨＳ－ＶＴＲ １台 パソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ、マルチドライブ） １台

ブルーレイプレーヤー １台

　③　情報ルーム

ビデオブース ４卓 オーディオブース ２卓

視聴者数 427 0 20 292

貸出件数 4 0 1 13

貸出本数 10 0 1 19

計 3,139 335 53 746

区　分 ビデオ １６ミリフィルム ＣＤ－ＲＯＭ ＤＶＤ

ボランティア・市民生活 143 15 2 35

学校教育 435 82 25 93

体育・スポーツ・レクリエーション 25 1 1 17

家庭生活・趣味 316 40 2 20

産業・技術 138 18 2 57

芸術・文化 200 6 1 63

人間・社会 588 17 9 196

自然科学 101 17 3 42

分　野 ＶＨＳビデオ １６ミリフィルム ＣＤ－ＲＯＭ ＤＶＤ

教育関係一般 1,193 139 8 223
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１２　視聴覚教材、機器、図書（令和６年３月３１日現在）

（１）映像ライブラリー保有教材（貸出可能）

（２）映像ライブラリー貸出実績（令和５年度）

（３）視聴覚機材保有状況

　①　教材管理室　（◎は館内のみ貸出対象、○は館内・館外貸出対象）

１６ミリ映写機 ２台 ○ ＯＨＣ（書画カメラ） ２台 ◎

液晶プロジェクター ３台 ◎ 移動用スクリーン ５台 ○

１６ミリフィルム自動検査機 １台 スクリーン幕 １幕 ○

ビデオライブラリー １式 ビデオプロジェクター ４台 ○

オーディオライブラリー １式 ビデオカセットプレーヤー １台
※館外貸出
   のみ可能

ＤＶＤプレーヤー ２台 ◎

　②　映像ホール

プロジェクター １式 カセットテープレコーダー １台

ＶＨＳ－ＶＴＲ １台 パソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ、マルチドライブ） １台

ブルーレイプレーヤー １台

　③　情報ルーム

ビデオブース ４卓 オーディオブース ２卓

視聴者数 427 0 20 292

貸出件数 4 0 1 13

貸出本数 10 0 1 19

計 3,139 335 53 746

区　分 ビデオ １６ミリフィルム ＣＤ－ＲＯＭ ＤＶＤ

ボランティア・市民生活 143 15 2 35

学校教育 435 82 25 93

体育・スポーツ・レクリエーション 25 1 1 17

家庭生活・趣味 316 40 2 20

産業・技術 138 18 2 57

芸術・文化 200 6 1 63

人間・社会 588 17 9 196

自然科学 101 17 3 42

分　野 ＶＨＳビデオ １６ミリフィルム ＣＤ－ＲＯＭ ＤＶＤ

教育関係一般 1,193 139 8 223
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（４）情報ルーム設置視聴覚教材（個人視聴用）

　　　①　ＤＶＤ、ＶＨＳ 総数 447点

133点

167点

42点

9点

28点

16点

4点

48点

　　　②　Ｌ　Ｄ 総数 90点

10点

2点

33点

45点

　　　③　Ｃ　Ｄ 総数 329点

119点

6点

15点

147点

42点

（５）情報ルーム設置図書
（冊）

男女共同参画関係図書 生涯学習関係図書

R５ 新規 30 99

R４ 以前 3,283 1,385

計 3,313 1,484

R５ 新規 3 9

R４ 以前 118 986

計 121 995

R５ 新規 33 108

R４ 以前 3,401 2,371

計 3,434 2,479

家庭生活・趣味（娯楽）

郷土（福井っ子はいま、ライフ・アカデミーテレビ講座）

教育関係一般（生涯学習一般、青少年教育、男性・女性　他）

人間・社会（歴史、経済　他）

自然科学（自然科学一般、動物　他）

産業・技術（産業・技術一般、観光　他）

芸術・文化（芸術・文化一般、美術　他）

体育・スポーツ・レクリエーション（球技）

家庭生活・趣味（家庭生活・趣味一般、娯楽　他）

自然科学（動物・植物、生物）

産業・技術（産業・技術一般、交通）

芸術・文化（音楽、舞踊）

寄　贈

計

クラシック

ジャズ

演歌

ポップス

その他

購　入

１　建築概要

敷地面積

建築面積

延床面積

構造規模 鉄筋コンクリート造　地上３階　地下１階

建築期間 起工　平成５年１０月　～　竣工　平成７年５月

総工事費 約５３億円

２　施設配置図

室　名 面積（㎡） 定員（人）

学習室Ｂ１ 114 42

学習室Ｂ１-２ 73 24

学習室Ｂ１-３ 62 24

　　　　　　　学　習　室　B　１

９，５８０㎡

３，５８５．６４㎡

９，３２２．４８㎡

Ｂ１Ｆ

Ⅴ 施設概要
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室　名 面積（㎡） 定員（人）

学習室１０１ 112 42

学習室１０２ 112 42

和室Ａ 35

和室Ｂ 35

茶室 －

多目的ホール 720 700

情報ルーム 457 －

楽屋（和室） 28 8

楽屋（洋室） 28 9

ギャラリーＡ 21 －

室　名 面積（㎡） 定員（人）

相談室 87 －

事務室 161 －

ファミリールーム 22 －

チャイルドルーム 73 －

ふくい女性活躍
支援センター 74 －

幼児教育支援センター 74 －

団体事務室 344 －

ギャラリーＢ 39 －

145

　　　　　　多　目　的　ホ　ー　ル 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　室

１ Ｆ

２ Ｆ

室　名 面積（㎡） 定員（人）

音楽練習室 109 －

学習室３０１ 73 30

学習室３０２ 75 30

学習室３０３ 75 24

調理実習室 75 40

消費生活研修室 39 －

フィットネスルーム 114 23

映像ホール 189 130

学習室３０４
（ふくい縁結び交流室）

112 36

創作実習室 95 30

木工室 19 －

ミーティングルームＡ 37 16

ミーティングルームＢ 37 16

ミーティングルームＣ 37 16

ミーティングルームＤ 37 16

ミーティングルームＥ 37 16

ギャラリーＣ 39 －

　　　映　像　ホ　ー　ル

　　　　　　　　　　　　調　理　実　習　室

　　　　　　　　　　　　フィットネスルーム

３ Ｆ
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（１）福井県生活学習館の設置および管理に関する条例（平成７年福井県条例第４号） 

 

（設置） 

第１条 男女が共に参画する社会の実現および県民の生涯学習の充実を図るため、福井県生活学習館（以下

「生活学習館」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 生活学習館は、福井市に置く。 

（業務） 

第３条 生活学習館は、次に掲げる業務を行う。 

 （１） 女性の自立および社会参加（以下「女性の自立等」という。）の促進ならびに生涯学習の充実を

図るための講座、研修会等の開催 

 （２） 女性の自立等の促進および生涯学習の充実に関する調査、研究および情報の提供 

 （３） 女性の自立等の促進および生涯学習の充実に関する会議、研修等を行うために必要な施設および

設備の提供 

 （４） 前３号に掲げるもののほか、生活学習館の設置の目的にふさわしい業務 

（職員） 

第４条 生活学習館に、館長その他必要な職員を置く。 

（施設等の使用の承認） 

第５条 別表に掲げる生活学習館の施設または設備を使用しようとする者は、知事の承認を受けなければな

らない。 

（使用料） 

第６条 別表に掲げる生活学習館の施設または設備を使用する者は、同表に掲げる使用料を納付しなければ

ならない。 

（使用料の不還付） 

第７条 既に納付した使用料は、還付しない。ただし、知事が特に必要があると認めるときは、この限りで

ない。 

（使用料の免除） 

第８条 知事は、特に必要があると認めるときは、使用料の全部または一部を免除することができる。 

（禁止行為） 

第９条 生活学習館においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

 （１） 生活学習館の施設または設備を損傷し、または滅失すること。 

 （２） 生活学習館内の秩序または風俗を乱す行為をすること。 

 （３） 知事の承認を受けないで、物品等の販売、寄附金の募集その他これらに類する行為をすること。 

（監督処分） 

第10条 知事は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、第５条および前条第３号の承認を取り消し、   

その効力を停止し、もしくはその条件を変更し、または行為の中止もしくは生活学習館を原状に回復する

ことその他必要な措置を命ずることができる。 

 （１） この条例またはこの条例に基づく規則の規定に違反している者 

 （２） 第５条および前条第３号の承認に付した条件に違反している者 

関  係  資  料 
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 （３） 偽りその他不正な手段により第５条および前条第３号の承認を受けた者 

（規則への委任） 

第11条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

  附 則 

 この条例は、平成７年７月１日から施行する。 

  附 則 

 この条例は、平成９年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この条例は、平成１１年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この条例は、平成１４年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 

 

   別表（第５条、第６条関係） 

 

    １ 施設使用料                                                    （単位 円） 

       時間帯 

  室 名 
午 前 午 後 夜 間 全 日 

学習室 １０１  3,980 5,350  3,980 13,310 

学習室 １０２  3,980 5,350  3,980 13,310 

学習室 ３０１  2,620 3,450  2,620 8,690 

学習室 ３０２  2,720 3,560  2,720 9,000 

学習室 ３０３  2,720 3,560  2,720 9,000 

学習室 ３０４  3,360 4,480  3,360 11,200 

学習室 Ｂ１  4,080 5,450  4,080 13,610 

学習室 Ｂ１－２  2,620 3,450  2,620 8,690 

学習室 Ｂ１－３  2,200 

0 

2,930  2,200 7,330 

和 室 Ａ  1,990 2,620  1,990 6,600 

和 室 Ｂ  1,990 2,620  1,990 6,600 

茶 室  1,360 1,780  1,360 4,500 

ミーティングルームＡ  1,360 1,780  1,360 4,500 

ミーティングルームＢ  1,360 1,780  1,360 4,500 

ミーティングルームＣ  1,360 1,780  1,360 4,500 
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（単位 円） 

          時間帯 

室 名 
午 前 午 後 夜 間 全 日 

ミーティングルームＤ  1,360 1,780  1,360 4,500 

ミーティングルームＥ  1,360 1,780  1,360 4,500 

映像ホール 7,960 10,580 7,960 26,500 

創作実習室  3,350 4,500  3,350 11,200 

木 工 室  730 950  730 2,410 

音楽練習室 4,500 6,080 4.500 15,080 

調理実習室 2,720 3,560 2,720 9,000 

消費生活研修室 

 

    1,470 1,880 1,470 4,820 

多目的 

ホール 

平 日 25,560 

 

 

0 

34,250 25,560 85,370 

土・日曜、休日 28,080 37,720 28,080 93,880 

楽屋（和室）  1,050 1,360  1,050 3,460 

楽屋（洋室）  1,050 1,360  1,050 3,460 

フィットネスルーム  3,980 5,450  3,980 13,410 

ギャラリーＡ  1,470 1,880  1,470 4,820 

ギャラリーＢ  1,470 1,880  1,470 4,820 

ギャラリーＣ  1,470 1,880  1,470 4,820 

 備 考 

  １ 「午前」とは９時から１２時まで、「午後」とは１３時から１７時まで、「夜間」とは１８時から

２１時まで、「全日」とは９時から２１時までをいう。 

  ２ 「休日」とは国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日をいう。 

  ３ 多目的ホールの使用者が入場料を徴収する場合の使用料は、この表に定める額に次に掲げる額を加

算した額とする。 

   （１） 入場料の最高額が１，０００円以上３，０００円未満の場合は、この表に定める額の６割に

相当する額 

   （２） 入場料の最高額が３，０００円以上５，０００円未満の場合は、この表に定める額の８割に

相当する額 

   （３） 入場料の最高額が５，０００円以上の場合は、この表に定める額の１０割に相当する額 

  ４ 使用者が冷暖房施設を使用する場合の使用料は、この表に定める額にその１割に相当する額を加算

した額とする。 

  ５ 多目的ホール（楽屋を含む。以下同じ。）を商品の宣伝、展示、販売等営利目的のために使用する

場合の使用料は、この表に定める額にその５割に相当する額を加算した額とする。 

６ 準備、練習等のために多目的ホールを使用する場合の使用料は、この表に定める額の５割に相当す

る額とする。 

 

    ２ 設備使用料 

設備名 単位 金額（単位 円） 

照明
装置 

Ａセット 

ボーダーライト（２列） 
シーリングライト（１列） 
サスペンションライト（１列） 

１式 １時間につき    1,290 
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設備名 単位 金額（単位 円） 

照
明
装
置 

Ｂセット 

ボーダーライト（２列） 
シーリングライト（１列） 
サスペンションライト（２列） 
アッパーホリゾンライト 
ロアーホリゾンライト 

１式 １時間につき    3,250 

フォロースポットライト １台 １時間につき     800 

音
響
装
置 

拡声装置 １式 １時間につき     750 

マイクロホン １本 
１回３時間以内    630 
１時間増すごとに   210 

ワイヤレスマイクロホン １本 
１回３時間以内    870
１時間増すごとに   290 

コンパクトディスクプレイヤー １台 
１回３時間以内    630 
１時間増すごとに   210 

カセットテープレコーダー １台 
１回３時間以内    630 
１時間増すごとに   210 

映像設備 
スーパープロジェクター １式 １時間につき    1,600 

１６ミリ映写機 １式 １時間につき     750 

道具等 

演 台 １式 
１回３時間以内    360 
１時間増すごとに   110 

会議机 １脚 
１回３時間以内    70 
１時間増すごとに   20 

反響板 １式 
１回３時間以内     3,140 
１時間増すごとに   1,040 

ピアノ １台 
１回３時間以内   3,770 
１時間増すごとに  1,250 

電 源 １箇所 
１回３時間以内     360 
１時間増すごとに     110 

 備 考 

  １ 利用時間に１時間未満の端数があるときは、１時間として計算する。 

  ２ 会議机および電源の使用料については、多目的ホールを使用するときに限り徴収する。 

 

 

（２）福井県生活学習館の設置および管理に関する条例施行規則（平成７年福井県規則第４６号） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、福井県生活学習館の設置および管理に関する条例（平成７年福井県条例第４号。以下

「条例」という。）第１１条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間） 

第２条 福井県生活学習館（以下「生活学習館」という。）の開館時間は、午前９時から午後９時までとす

る。ただし、情報ルームにあっては、午前９時から午後８時までとする。 

２ 生活学習館長（以下「館長」という。）は、必要があると認めるときは、前項の開館時間を変更するこ

とができる。 

（休館日） 
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第３条 生活学習館の休館日は、次に掲げるとおりとする。 

 （１） 月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休日」

という。）に当たるときを除く。） 

 （２） 第３日曜日 

 （３） 休日の翌日（土曜日、日曜日または休日に当たるときを除く。） 

 （４） １２月２８日から翌年の１月４日まで 

２ 館長は、必要があると認めるときは、前項の休館日を変更することができる。 

（施設等の使用の承認） 

第４条 条例第５条の規定により、生活学習館の施設または設備（以下「施設等」という。）の使用の承認

を受けようとする者は、使用しようとする日の属する月の６月前（多目的ホールにあっては、１２月前）

の月の初日（その日が休館日に当たるときは、その翌日）から使用しようとする日の３日前（多目的ホー

ルにあっては、１０日前）までに福井県生活学習館使用承認申請書（様式第１号）を館長に提出しなけれ

ばならない。 

２ 館長は、条例第５条の承認をしたときは、福井県生活学習館使用承認書（様式第２号）を交付するもの

とする。 

（使用者の遵守事項） 

第５条 施設等の使用の承認を受けた者（以下「使用者」という。）は、次に掲げる事項を守らなければな

らない。 

 （１） 承認を受けた使用目的以外に施設等を使用しないこと。 

 （２） 承認を受けた施設等を転貸し、または当該承認に基づく権利を譲渡しないこと。 

 （３） その他生活学習館の管理上支障がある行為をしないこと。 

２ 使用者は、施設等の使用を終了したときは、原状に回復しなければならない。 

（使用料の還付） 

第６条 条例第７条ただし書の規定により、使用料を還付できる場合は、次に掲げるとおりとする。 

 （１） 災害その他不可抗力により施設等の使用ができなくなったとき。 

 （２） その他館長がやむを得ない事由があると認めるとき。 

２ 使用料の還付を受けようとする者は、福井県生活学習館使用料還付申請書（様式第３号）を館長に提出

しなければならない。 

（使用料の免除） 

第７条 条例第８条の規定により、使用料を免除できる場合およびその免除の額は、次に掲げるとおりとす

る。 

 （１） 県が設置目的に添った事業を主催するとき 使用料に相当する額 

 （２） 県が設置目的に添った事業を共催するとき 使用料の２分の１に相当する額 

 （３） 国、市町または女性の自立および社会参加、社会教育もしくは生涯学習を目的とする団体で館長

が認めるものが設置目的に添って使用するとき 使用料の２分の１に相当する額 

 （４） その他館長が特に必要があると認めるとき 館長が必要と認める額 

２ 使用料の免除を受けようとする者は、福井県生活学習館使用料免除申請書（様式第４号）を館長に提出

しなければならない。 

（制限行為の承認申請） 

第８条 条例第９条第３号の承認を受けようとする者は、福井県生活学習館内制限行為承認申請書（様式第

５号）を館長に提出しなければならない。 
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（施設等の損傷または滅失の届出） 

第９条 使用者は、施設等を損傷し、または滅失したときは、遅滞なくその旨を館長に届け出て、その指示

に従わなければならない。 

（その他） 

第10条 この規則で定めるもののほか、生活学習館の管理および運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

  附 則 

 この規則は、平成７年７月１日から施行する。 

附 則 

 この規則は、平成１８年３月３日から施行する。 

附 則 

 この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 ＜様式略＞ 

 

 

（３）福井県行政組織規則（昭和３９年福井県規則第２１号）（抜粋） 

 

（業務） 

第 38条の 11 生活学習館は、男女が共に参画する社会の実現および県民の生涯学習の充実を図るため、

講座および研修会の開催、調査および研究ならびに施設および設備の提供に関する事務をつかさどる。 

（名称および位置) 

第 38条の 12 生活学習館の名称および位置は、次のとおりとする。 

 

名 称 位 置 

福井県生活学習館 福 井 市 

 

（分課および分掌事務） 

第 38条の 13 生活学習館に次の課を置く。 

 （１） 男女参画・企画管理課 

 （２） 生涯学習推進課 

２ 前項の各課の分掌事務は、次のとおりとする。 

 男女参画・企画管理課 

 （１） 庶務に関すること（他の組織の所管に属するものを除く。）。 

 （２） 生活学習館の企画運営に関すること。 

 （３） 生活学習館の施設および設備の管理運営および利用に関すること。 

 （４） 相談事業に関すること（他課の所管に属するものを除く。)。 

 （５） 生涯学習情報ネットワークシステムの開発および運営に関すること。 

 （６） 男女が共に参画する社会づくりに関する指導者の養成に関すること。 

 （７） 男女が共に参画する社会づくりに関する講座、研修、調査および研究に関すること。 

 （８） 男女が共に参画する社会づくりに関する情報の収集および提供に関すること。 
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（９） 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の規定に基づく配偶者からの暴

力による被害者の相談および支援に関すること（被害者の一時保護に係るものを除く。）。 

 （10） ふくい女性活躍支援センターに関すること。 

 生涯学習推進課 

 （１） 生涯学習に関する総合企画に関すること。 

 （２） 生涯学習に関する連絡および調整に関すること。 

 

 

（４）福井県教育委員会行政組織規則（昭和４６年福井県教育委員会規則第５号）（抜粋） 

 

（設置、名称等） 

第 13条 出先機関として、生涯学習センターを置く。 

名 称 位 置 所管区域 

福井県教育庁生涯学習センター 福 井 市 県下全域 

（生涯学習センターの所掌事務） 

第 14条の２ 生涯学習センターの所掌事務は、次のとおりとする。 

 （１） 生涯学習の指導者養成に関すること。 

 （２） 生涯学習の講座および研修の開催ならびに調査、研究および相談に関すること。 

 （３） 生涯学習についての情報収集および提供に関すること。 

 （４） 社会教育の講座および研修の開催に関すること。 

 （５） 福井県映像ライブラリー（以下「映像ライブラリー」という。）の運営に関すること。 

２ 生涯学習センターの支所として、小浜市に福井県立若狭図書学習センター（以下「若狭図書学習セ

ンター」という。）を置く。 

３ 若狭図書学習センターの分掌事務は、第１項各号に掲げる事務のほか、第 22条第２項第１号から第

７号までに掲げる事務とする。 

４ 生涯学習センターおよび若狭図書学習センターに映像ライブラリーを置く。 

５ 映像ライブラリーの業務は、次のとおりとする。 

（１） 視聴覚教育の教材教具（以下「教材等」という。）の制作および一般の利用に関すること。 

 （２） 教材等の調査および研究に関すること。 

 （３） 地域ライブラリーの連絡調整に関すること。 

 

 

（５）福井県映像ライブラリー備付教具教材使用規則（昭和３２年福井県教育委員会規則第６号） 
 

（目的） 

第１条 福井県映像ライブラリー（以下「ライブラリー」という。）備付けの教具教材（以下「教具教

材」という。） の使用に関する借用手続、技術検定その他必要な事項については、条例その他別に定

めのある場合を除くほか、この規則の定めるところによる。 

（貸与） 

第２条 福井県教育委員会（以下「委員会」という。）は、教育的または文化的目的のために教具教材

を使用しようとするときに、これを貸与する。ただし、次の各号の一に該当するときは、この限りで

はない。 

 （１） 営利を目的としていると認められるとき。 

 （２） 特定の政党または宗派の宣伝に使用されると認められるとき。 

 （３） その他委員会において貸与を不適当と認めたとき。 

（借用手続） 

第３条 教具教材の貸与を受けようとするときは、ライブラリーに対し別記様式第１号による教具教材

借用申請書を提出しなければならない。 

（転貸禁止） 

第４条 貸与を受けた教具教材は、転貸してはならない。 

 

（返還） 

第５条 貸与を受けた教具教材は、借用期間内に必ず返還しなければならない。 

（事故報告） 

第６条 貸与を受けた教具教材について、亡失、き損その他の事故が生じたときは、すみやかにその旨

を委員会に報告して、その指示を受けなければならない。 

（損害賠償） 

第７条 教具教材について、亡失、き損その他の事故により損害を生じたときは、その損害を賠償しな

ければならない。 

（映写機の登録） 

第８条 貸与を受けた１６ミリ映画フィルムを映写する映写機は、委員会の登録を受けたものでなけれ

ばならない。 

（映写機の登録手続） 

第９条 前条の登録を受けようとするものは、別記様式第２号による映写機登録申請書を提出しなけれ

ばならない。  

２ 委員会は、前項の登録申請を受けた映写機を検定の上、ライブラリーに登録し、別記様式第３号に

よる映写機登録証を交付する。 

（映写機の検査） 

第 10条 委員会は、登録を受けた映写機について、毎年定期に検査を行う。ただし、必要があると認め

るときは、 臨時に行うことがある。 

（映写機登録の取消） 

第 11条 委員会は、前条の検査を受けなかった映写機または検査に合格しなかった映写機の登録を取り

消すことがある。 

（映写機操作の免許） 

第 12条 貸与を受けた１６ミリ映画フィルムを映写する者は、委員会の免許を受けた者でなければなら

ない。 

（講習および検定） 

第 13条 委員会は、１６ミリ映写技術講習において全課程を受講し、かつ、所定の検定に合格した者に

対し、１６ミリ映写機操作の免許を与え、別記様式第４号による免許証を交付する。 

２ 前項の講習および検定は、次の表に掲げる学科および実技について行うものとする。 

 

学 科 実 技 

視聴覚教育に関する知識 

１６ミリ映写機の構造に関する知識 

１６ミリ映写機の操作に必要な電気に関する知識 

その他教具教材に関する知識 

１６ミリ映写機の操作 

１６ミリ映写機の調整 

１６ミリ映画フィルムの取扱および補修 

 

（免許証の記載事項の変更の届出） 

第 14条 免許証の記載事項に変更を生じたときは、免許証を添えて委員会に届け出なければならない。

（免許証の再交付） 

第 15条 免許証を破り、汚し、または失ったときは、委員会に再交付を申請することができる。 

（使用報告） 

第 16条 貸与を受けた１６ミリ映画フィルムは、返還の際、別記様式第 5号による使用報告書を委員会

に提出しなければならない。 

 

 

＜様式略＞ 
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（９） 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の規定に基づく配偶者からの暴

力による被害者の相談および支援に関すること（被害者の一時保護に係るものを除く。）。 

 （10） ふくい女性活躍支援センターに関すること。 

 生涯学習推進課 

 （１） 生涯学習に関する総合企画に関すること。 

 （２） 生涯学習に関する連絡および調整に関すること。 

 

 

（４）福井県教育委員会行政組織規則（昭和４６年福井県教育委員会規則第５号）（抜粋） 

 

（設置、名称等） 

第 13条 出先機関として、生涯学習センターを置く。 

名 称 位 置 所管区域 

福井県教育庁生涯学習センター 福 井 市 県下全域 

（生涯学習センターの所掌事務） 

第 14条の２ 生涯学習センターの所掌事務は、次のとおりとする。 

 （１） 生涯学習の指導者養成に関すること。 

 （２） 生涯学習の講座および研修の開催ならびに調査、研究および相談に関すること。 

 （３） 生涯学習についての情報収集および提供に関すること。 

 （４） 社会教育の講座および研修の開催に関すること。 

 （５） 福井県映像ライブラリー（以下「映像ライブラリー」という。）の運営に関すること。 

２ 生涯学習センターの支所として、小浜市に福井県立若狭図書学習センター（以下「若狭図書学習セ

ンター」という。）を置く。 

３ 若狭図書学習センターの分掌事務は、第１項各号に掲げる事務のほか、第 22条第２項第１号から第

７号までに掲げる事務とする。 

４ 生涯学習センターおよび若狭図書学習センターに映像ライブラリーを置く。 

５ 映像ライブラリーの業務は、次のとおりとする。 

（１） 視聴覚教育の教材教具（以下「教材等」という。）の制作および一般の利用に関すること。 

 （２） 教材等の調査および研究に関すること。 

 （３） 地域ライブラリーの連絡調整に関すること。 

 

 

（５）福井県映像ライブラリー備付教具教材使用規則（昭和３２年福井県教育委員会規則第６号） 
 

（目的） 

第１条 福井県映像ライブラリー（以下「ライブラリー」という。）備付けの教具教材（以下「教具教

材」という。） の使用に関する借用手続、技術検定その他必要な事項については、条例その他別に定

めのある場合を除くほか、この規則の定めるところによる。 

（貸与） 

第２条 福井県教育委員会（以下「委員会」という。）は、教育的または文化的目的のために教具教材

を使用しようとするときに、これを貸与する。ただし、次の各号の一に該当するときは、この限りで

はない。 

 （１） 営利を目的としていると認められるとき。 

 （２） 特定の政党または宗派の宣伝に使用されると認められるとき。 

 （３） その他委員会において貸与を不適当と認めたとき。 

（借用手続） 

第３条 教具教材の貸与を受けようとするときは、ライブラリーに対し別記様式第１号による教具教材

借用申請書を提出しなければならない。 

（転貸禁止） 

第４条 貸与を受けた教具教材は、転貸してはならない。 

 

（返還） 

第５条 貸与を受けた教具教材は、借用期間内に必ず返還しなければならない。 

（事故報告） 

第６条 貸与を受けた教具教材について、亡失、き損その他の事故が生じたときは、すみやかにその旨

を委員会に報告して、その指示を受けなければならない。 

（損害賠償） 

第７条 教具教材について、亡失、き損その他の事故により損害を生じたときは、その損害を賠償しな

ければならない。 

（映写機の登録） 

第８条 貸与を受けた１６ミリ映画フィルムを映写する映写機は、委員会の登録を受けたものでなけれ

ばならない。 

（映写機の登録手続） 

第９条 前条の登録を受けようとするものは、別記様式第２号による映写機登録申請書を提出しなけれ

ばならない。  

２ 委員会は、前項の登録申請を受けた映写機を検定の上、ライブラリーに登録し、別記様式第３号に

よる映写機登録証を交付する。 

（映写機の検査） 

第 10条 委員会は、登録を受けた映写機について、毎年定期に検査を行う。ただし、必要があると認め

るときは、 臨時に行うことがある。 

（映写機登録の取消） 

第 11条 委員会は、前条の検査を受けなかった映写機または検査に合格しなかった映写機の登録を取り

消すことがある。 

（映写機操作の免許） 

第 12条 貸与を受けた１６ミリ映画フィルムを映写する者は、委員会の免許を受けた者でなければなら

ない。 

（講習および検定） 

第 13条 委員会は、１６ミリ映写技術講習において全課程を受講し、かつ、所定の検定に合格した者に

対し、１６ミリ映写機操作の免許を与え、別記様式第４号による免許証を交付する。 

２ 前項の講習および検定は、次の表に掲げる学科および実技について行うものとする。 

 

学 科 実 技 

視聴覚教育に関する知識 

１６ミリ映写機の構造に関する知識 

１６ミリ映写機の操作に必要な電気に関する知識 

その他教具教材に関する知識 

１６ミリ映写機の操作 

１６ミリ映写機の調整 

１６ミリ映画フィルムの取扱および補修 

 

（免許証の記載事項の変更の届出） 

第 14条 免許証の記載事項に変更を生じたときは、免許証を添えて委員会に届け出なければならない。

（免許証の再交付） 

第 15条 免許証を破り、汚し、または失ったときは、委員会に再交付を申請することができる。 

（使用報告） 

第 16条 貸与を受けた１６ミリ映画フィルムは、返還の際、別記様式第 5号による使用報告書を委員会

に提出しなければならない。 

 

 

＜様式略＞ 

 

－ 49－



（６）福井ライフ・アカデミー設置要綱 
 

（設置） 

第１条 県民の学習需要の多様化・高度化に応え、いつでも、どこでも、だれでも、なんでも、生涯にわたって学

習することができるよう、学習機会・内容を整理・体系化し､提供することを目的として福井ライフ・アカデミ

ー（以下「アカデミー」という。）を設置する。 

（事業内容） 

第２条 アカデミーは、次に掲げる事業を行う。 

  （１） 講演・講座・セミナー等の実施に関すること。 

  （２） 情報の収集・提供および広報活動に関すること。 

  （３） その他 

（構成） 

第３条 アカデミーは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）および講演、講座、セミナー等を

共催または連携で実施する機関で構成する。 

（本部） 

第４条 本部は、アカデミーの事業を総合調整し、実施する。 

（組織） 

第５条 本部に、学長および副学長を置く。 

２ 学長は、知事をもって充てる。 

３ 副学長は、教育長および未来創造部長をもって充てる。 

（学長および副学長） 

第６条 学長は、アカデミーを統括し代表する。 

２ 副学長は、学長を補佐し学長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（運営委員会） 

第７条 アカデミーの事業運営に関する事項を協議するため、福井ライフ・アカデミー運営委員会を開催する。 

２ 運営委員会の開催に関する事項は別に定める。 

（事務局） 

第８条 本部に、事務局長、事務局次長および事務局員を置く。 

２ 事務局長は、福井県生涯学習センター所長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、福井県生涯学習センター次長をもって充てる。 

４ 事務局員は、福井県生涯学習センター職員および福井県若狭図書学習センター職員をもって充てる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、アカデミーの運営に関し必要な事項は本部が定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年１０月１日から施行する。 

 この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２７年５月１９日から施行する。 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和元年６月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年５月２２日から施行する。 

 

（６）福井ライフ・アカデミー設置要綱 
 

（設置） 

第１条 県民の学習需要の多様化・高度化に応え、いつでも、どこでも、だれでも、なんでも、生涯にわたって学

習することができるよう、学習機会・内容を整理・体系化し､提供することを目的として福井ライフ・アカデミ

ー（以下「アカデミー」という。）を設置する。 

（事業内容） 

第２条 アカデミーは、次に掲げる事業を行う。 

  （１） 講演・講座・セミナー等の実施に関すること。 

  （２） 情報の収集・提供および広報活動に関すること。 

  （３） その他 

（構成） 

第３条 アカデミーは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）および講演、講座、セミナー等を

共催または連携で実施する機関で構成する。 

（本部） 

第４条 本部は、アカデミーの事業を総合調整し、実施する。 

（組織） 

第５条 本部に、学長および副学長を置く。 

２ 学長は、知事をもって充てる。 

３ 副学長は、教育長および未来創造部長をもって充てる。 

（学長および副学長） 

第６条 学長は、アカデミーを統括し代表する。 

２ 副学長は、学長を補佐し学長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（運営委員会） 

第７条 アカデミーの事業運営に関する事項を協議するため、福井ライフ・アカデミー運営委員会を開催する。 

２ 運営委員会の開催に関する事項は別に定める。 

（事務局） 

第８条 本部に、事務局長、事務局次長および事務局員を置く。 

２ 事務局長は、福井県生涯学習センター所長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、福井県生涯学習センター次長をもって充てる。 

４ 事務局員は、福井県生涯学習センター職員および福井県若狭図書学習センター職員をもって充てる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、アカデミーの運営に関し必要な事項は本部が定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年１０月１日から施行する。 

 この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２７年５月１９日から施行する。 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和元年６月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年５月２２日から施行する。 

 

（７）福井ライフ・アカデミー事業実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、福井ライフ・アカデミー設置要綱に基づき、福井ライフ・アカデミーの事業実施について、

必要な事項を定める。 

（事業の区分） 

第２条 事業は、実施主体により主催事業、共催事業および連携事業に区分する。 

  （１） 主催事業とは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）が企画、運営にあたるものを

いう。 

  （２） 共催事業とは、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」に基づき本部と市町が実施する事業を

いう。 

  （３） 連携事業とは、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」に基づき本部以外の機関が独自に実施

する事業をいう。 

（事業費） 

第３条 主催事業に要する費用は、福井県生涯学習センターが負担する。 

２ 共催事業に要する費用は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

３ 連携事業に要する費用は、実施機関が負担する。 

（広報） 

第４条 主催事業、共催事業および連携事業の広報は本部と実施機関が行う。 

（手続き） 

第５条 共催事業および連携事業の運営方法は、次のとおりとする。 

  （１） 共催事業は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

  （２） 連携事業は、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」の定めるところによる。 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成６年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年１２月１日から施行する。 

 この要領は、平成１０年９月１日から施行する。 

 この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２３年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

 

（８）福井ライフ・アカデミー運営委員会開催要領 

 

（目的） 

第１条 福井ライフ・アカデミー事業（以下「アカデミー」という。）の効果的な運営等に資するため、福井ライ

フ・アカデミー運営委員会（以下「運営委員会」という。）を開催する。 

（協議事項） 

第２条 運営委員会は、次に掲げる事項を協議する。 

  （１） アカデミーの基本方針に関すること。 

  （２） アカデミーの総合的かつ効果的な運営に関すること。 

（７）福井ライフ・アカデミー事業実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、福井ライフ・アカデミー設置要綱に基づき、福井ライフ・アカデミーの事業実施について、

必要な事項を定める。 

（事業の区分） 

第２条 事業は、実施主体により主催事業、共催事業および連携事業に区分する。 

  （１） 主催事業とは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）が企画、運営にあたるものを

いう。 

  （２） 共催事業とは、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」に基づき本部と市町が実施する事業を

いう。 

  （３） 連携事業とは、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」に基づき本部以外の機関が独自に実施

する事業をいう。 

（事業費） 

第３条 主催事業に要する費用は、福井県生涯学習センターが負担する。 

２ 共催事業に要する費用は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

３ 連携事業に要する費用は、実施機関が負担する。 

（広報） 

第４条 主催事業、共催事業および連携事業の広報は本部と実施機関が行う。 

（手続き） 

第５条 共催事業および連携事業の運営方法は、次のとおりとする。 

  （１） 共催事業は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

  （２） 連携事業は、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」の定めるところによる。 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成６年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年１２月１日から施行する。 

 この要領は、平成１０年９月１日から施行する。 

 この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２３年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

 

（８）福井ライフ・アカデミー運営委員会開催要領 

 

（目的） 

第１条 福井ライフ・アカデミー事業（以下「アカデミー」という。）の効果的な運営等に資するため、福井ライ

フ・アカデミー運営委員会（以下「運営委員会」という。）を開催する。 

（協議事項） 

第２条 運営委員会は、次に掲げる事項を協議する。 

  （１） アカデミーの基本方針に関すること。 

  （２） アカデミーの総合的かつ効果的な運営に関すること。 
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（６）福井ライフ・アカデミー設置要綱 
 

（設置） 

第１条 県民の学習需要の多様化・高度化に応え、いつでも、どこでも、だれでも、なんでも、生涯にわたって学

習することができるよう、学習機会・内容を整理・体系化し､提供することを目的として福井ライフ・アカデミ

ー（以下「アカデミー」という。）を設置する。 

（事業内容） 

第２条 アカデミーは、次に掲げる事業を行う。 

  （１） 講演・講座・セミナー等の実施に関すること。 

  （２） 情報の収集・提供および広報活動に関すること。 

  （３） その他 

（構成） 

第３条 アカデミーは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）および講演、講座、セミナー等を

共催または連携で実施する機関で構成する。 

（本部） 

第４条 本部は、アカデミーの事業を総合調整し、実施する。 

（組織） 

第５条 本部に、学長および副学長を置く。 

２ 学長は、知事をもって充てる。 

３ 副学長は、教育長および未来創造部長をもって充てる。 

（学長および副学長） 

第６条 学長は、アカデミーを統括し代表する。 

２ 副学長は、学長を補佐し学長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（運営委員会） 

第７条 アカデミーの事業運営に関する事項を協議するため、福井ライフ・アカデミー運営委員会を開催する。 

２ 運営委員会の開催に関する事項は別に定める。 

（事務局） 

第８条 本部に、事務局長、事務局次長および事務局員を置く。 

２ 事務局長は、福井県生涯学習センター所長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、福井県生涯学習センター次長をもって充てる。 

４ 事務局員は、福井県生涯学習センター職員および福井県若狭図書学習センター職員をもって充てる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、アカデミーの運営に関し必要な事項は本部が定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年１０月１日から施行する。 

 この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２７年５月１９日から施行する。 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和元年６月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年５月２２日から施行する。 

 

（６）福井ライフ・アカデミー設置要綱 
 

（設置） 

第１条 県民の学習需要の多様化・高度化に応え、いつでも、どこでも、だれでも、なんでも、生涯にわたって学

習することができるよう、学習機会・内容を整理・体系化し､提供することを目的として福井ライフ・アカデミ

ー（以下「アカデミー」という。）を設置する。 

（事業内容） 

第２条 アカデミーは、次に掲げる事業を行う。 

  （１） 講演・講座・セミナー等の実施に関すること。 

  （２） 情報の収集・提供および広報活動に関すること。 

  （３） その他 

（構成） 

第３条 アカデミーは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）および講演、講座、セミナー等を

共催または連携で実施する機関で構成する。 

（本部） 

第４条 本部は、アカデミーの事業を総合調整し、実施する。 

（組織） 

第５条 本部に、学長および副学長を置く。 

２ 学長は、知事をもって充てる。 

３ 副学長は、教育長および未来創造部長をもって充てる。 

（学長および副学長） 

第６条 学長は、アカデミーを統括し代表する。 

２ 副学長は、学長を補佐し学長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（運営委員会） 

第７条 アカデミーの事業運営に関する事項を協議するため、福井ライフ・アカデミー運営委員会を開催する。 

２ 運営委員会の開催に関する事項は別に定める。 

（事務局） 

第８条 本部に、事務局長、事務局次長および事務局員を置く。 

２ 事務局長は、福井県生涯学習センター所長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、福井県生涯学習センター次長をもって充てる。 

４ 事務局員は、福井県生涯学習センター職員および福井県若狭図書学習センター職員をもって充てる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、アカデミーの運営に関し必要な事項は本部が定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要綱は、平成７年１０月１日から施行する。 

 この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２７年５月１９日から施行する。 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和元年６月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年５月２２日から施行する。 

 

（７）福井ライフ・アカデミー事業実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、福井ライフ・アカデミー設置要綱に基づき、福井ライフ・アカデミーの事業実施について、

必要な事項を定める。 

（事業の区分） 

第２条 事業は、実施主体により主催事業、共催事業および連携事業に区分する。 

  （１） 主催事業とは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）が企画、運営にあたるものを

いう。 

  （２） 共催事業とは、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」に基づき本部と市町が実施する事業を

いう。 

  （３） 連携事業とは、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」に基づき本部以外の機関が独自に実施

する事業をいう。 

（事業費） 

第３条 主催事業に要する費用は、福井県生涯学習センターが負担する。 

２ 共催事業に要する費用は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

３ 連携事業に要する費用は、実施機関が負担する。 

（広報） 

第４条 主催事業、共催事業および連携事業の広報は本部と実施機関が行う。 

（手続き） 

第５条 共催事業および連携事業の運営方法は、次のとおりとする。 

  （１） 共催事業は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

  （２） 連携事業は、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」の定めるところによる。 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成６年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年１２月１日から施行する。 

 この要領は、平成１０年９月１日から施行する。 

 この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２３年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

 

（８）福井ライフ・アカデミー運営委員会開催要領 

 

（目的） 

第１条 福井ライフ・アカデミー事業（以下「アカデミー」という。）の効果的な運営等に資するため、福井ライ

フ・アカデミー運営委員会（以下「運営委員会」という。）を開催する。 

（協議事項） 

第２条 運営委員会は、次に掲げる事項を協議する。 

  （１） アカデミーの基本方針に関すること。 

  （２） アカデミーの総合的かつ効果的な運営に関すること。 

（７）福井ライフ・アカデミー事業実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、福井ライフ・アカデミー設置要綱に基づき、福井ライフ・アカデミーの事業実施について、

必要な事項を定める。 

（事業の区分） 

第２条 事業は、実施主体により主催事業、共催事業および連携事業に区分する。 

  （１） 主催事業とは、福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）が企画、運営にあたるものを

いう。 

  （２） 共催事業とは、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」に基づき本部と市町が実施する事業を

いう。 

  （３） 連携事業とは、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」に基づき本部以外の機関が独自に実施

する事業をいう。 

（事業費） 

第３条 主催事業に要する費用は、福井県生涯学習センターが負担する。 

２ 共催事業に要する費用は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

３ 連携事業に要する費用は、実施機関が負担する。 

（広報） 

第４条 主催事業、共催事業および連携事業の広報は本部と実施機関が行う。 

（手続き） 

第５条 共催事業および連携事業の運営方法は、次のとおりとする。 

  （１） 共催事業は、「福井ライフ・アカデミー共催講座実施要領」の定めるところによる。 

  （２） 連携事業は、「福井ライフ・アカデミー連携事業実施要項」の定めるところによる。 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成４年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成６年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年７月１日から施行する。 

 この要領は、平成７年１２月１日から施行する。 

 この要領は、平成１０年９月１日から施行する。 

 この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２３年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

 

（８）福井ライフ・アカデミー運営委員会開催要領 

 

（目的） 

第１条 福井ライフ・アカデミー事業（以下「アカデミー」という。）の効果的な運営等に資するため、福井ライ

フ・アカデミー運営委員会（以下「運営委員会」という。）を開催する。 

（協議事項） 

第２条 運営委員会は、次に掲げる事項を協議する。 

  （１） アカデミーの基本方針に関すること。 

  （２） アカデミーの総合的かつ効果的な運営に関すること。 
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（構成） 

第３条 運営委員会は、次に掲げる１０名以内の委員をもって構成する。 

  （１） 学識経験者 

  （２） 講座等を実施する機関の代表 

  （３） 学習者代表 

（運営） 

第４条 運営委員会は、県の出席依頼に基づき、開催する。 

２ 運営委員会の議事を進行するため、委員の互選により議長を選出する。 

３ 運営委員会においては、必要に応じ、委員以外の関係者を出席させることができる。 

（その他） 

第５条 この要領に定めるもののほか、会議の開催に関し必要な事項は、別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成２８年４月１日から適用する。 

 

 

（９）令和６年度 福井ライフ・アカデミー共催講座 実施要領  

 

１ 趣旨 

   この要領は、令和６年度における福井ライフ・アカデミー共催講座（以下「講座」という。）の実施に関し

必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 講座の要件 

   講座は、次の（１）から（６）の全てを満たすことを要件とする。 

（１）  市町の各所属が自ら企画し、実施するものであること。（他機関等への委託事業は対象としない。） 

（２）  講師またはテーマは次の①～③のいずれかであること。 

① 令和５年１１月１５日付け生学セ第４４１号で配布した「令和５年度版 福井県大学等教員講演テ

ーマ集」に掲載されているテーマ（アレンジ可）から選択したもの 

② 福井県内の高等教育機関（大学、短大、高専）に所属する教員等が講師を務めるもの 

③ 地域の課題解決を目指すテーマ、地域の発展に貢献するテーマまたは地域の歴史・文化・産業等を

学ぶテーマの何れかであるもの 

（３）  講演、ワークショップ、体験・実習などの形式とし、１回当たり６０分以上の時間をかけること。 

（４）  他の市町からの参加も可とすること。 

（５）  参加費を徴収する場合は、材料費実費程度に止めること。 

（６）  著作権、特許権等の使用手続きや、その他法的に必要となる手続き等は市町において処理すること。 

 

３ 実施の流れ 

   講座の実施手続き等は、次のとおりとする。 

（１）  市町（実施機関）は、別に定める提出期限までに、「開催希望調査票」（様式１）を福井ライフ・アカ

デミー本部（以下「本部」という。）へ提出する。 

（２）  本部は、予算と市町の開催希望を基に市町ごとの開催回数を内定し、通知する。 

（３）  市町は、内定を受けた回数の講座を企画し、「企画案」（様式２）を本部へ提出する。 

（４）  本部は、企画案を取りまとめ、福井ライフ・アカデミー共催講座協議会（以下「協議会」という。）に

諮る。 

（５）  市町は、協議会に出席し、企画案の説明等を行う。 

（６）  市町は、協議会での意見を踏まえて企画案を修正し、講師等を依頼する。 

（７）  市町は、講座開催日の３か月前までに「計画書」（様式３）を本部に提出する。 

（８） 市町は、講座当日の会場設営や受付、司会進行等を担当する。 

（９） 市町は、講座終了後１０日以内に「報告書」（様式４）を本部に提出する。 

（10）  本部は、「報告書」を受理した後に謝金と交通費を講師に支払う。 

 

４ 本部の担う事項 

（１）  福井ライフ・アカデミーニュースに掲載するとともに、福井県生活学習館や若狭図書学習センターに

チラシを設置・掲示するなどにより広報する。 

（２） 講師の謝金（上限２万円）と交通費（県規定の県内交通費）を直接講師に支払う。 

 

５ 実施機関の担う事項 

（１） 講師に打診し内諾を得る。 

（２） 講師および所属長に依頼文や礼状を送付する。 

（３）  まなびぃネットふくい(福井県生涯学習情報ネットワークシステム)に掲載するとともに、広報チラシ、 

市町広報誌など様々な媒体を用いて広報する。その際、「福井ライフ・アカデミー共催」と記載する。 

（４） 講座資料の作成、当日の会場設営や受付、司会進行等を行う。 

 

 

（１０）福井ライフ・アカデミー連携事業 実施要項  

 

１ 趣旨 

   この要項は、福井ライフ・アカデミー連携事業の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

  

２ 連携の基準 

  連携の基準は、次のすべてを満たす事業とする。 

  （１） 福井県内で実施する事業であること。 

  （２） 国、県、市町もしくはこれらに準ずる公的機関、大学、専修学校等の教育機関または生涯学習の推進

に資する団体が実施する事業であること。 

  （３） 歴史・文化、自然科学、芸術、スポーツ、現代社会の課題など、幅広い分野で県民の学習意欲に応え

る内容であること。 

  （４） 事業の形態は、講演、講座（実技、野外活動を伴うものを含む）、演劇・音楽・視聴覚作品（映画

等）・芸術作品（美術・工芸等）の鑑賞（展覧）会とする（オンライン開催を含む）。また、これら

に準ずるものと生涯学習センター所長が認める事業を含む。 

  （５） 居住市町等を特定せず、県民の誰もが参加できる事業であること。 

  （６） 社員、会員等特定の団体の構成員であることを参加要件とした事業でないこと。 

  （７） 免許や資格の取得を目的とした事業でないこと。 

  （８） 特定の思想や主義主張の支持拡大を目的とした事業でないこと。 

  （９） 政治活動や宗教活動、営利活動を伴う事業でないこと。 

  （10） 参加料を徴収する場合は、材料費や資料代等の実費を基本とし、参加者の負担軽減に努めているこ

と。 

  （11） 参加者の年齢や性別等に制限を設ける場合は、事業内容から妥当と認められる理由があること。 

 

３ 事業の流れ 

  （１） 事業の連携を希望する実施機関は、「福井ライフ・アカデミー連携事業申込書 兼 情報提供用紙①

（以下「①」という。）」または、「福井ライフ・アカデミー連携事業申込書 兼 情報提供用紙②（以下

「②」という。）」を福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）に提出する。（４の（１）に

ある広報誌での広報と、４の（２）にあるオンラインでの広報の両方を希望する場合は、①と②の両方

を、それぞれの締切日までに提出する。） 
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（構成） 

第３条 運営委員会は、次に掲げる１０名以内の委員をもって構成する。 

  （１） 学識経験者 

  （２） 講座等を実施する機関の代表 

  （３） 学習者代表 

（運営） 

第４条 運営委員会は、県の出席依頼に基づき、開催する。 

２ 運営委員会の議事を進行するため、委員の互選により議長を選出する。 

３ 運営委員会においては、必要に応じ、委員以外の関係者を出席させることができる。 

（その他） 

第５条 この要領に定めるもののほか、会議の開催に関し必要な事項は、別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成２８年４月１日から適用する。 

 

 

（９）令和６年度 福井ライフ・アカデミー共催講座 実施要領  

 

１ 趣旨 

   この要領は、令和６年度における福井ライフ・アカデミー共催講座（以下「講座」という。）の実施に関し

必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 講座の要件 

   講座は、次の（１）から（６）の全てを満たすことを要件とする。 

（１）  市町の各所属が自ら企画し、実施するものであること。（他機関等への委託事業は対象としない。） 

（２）  講師またはテーマは次の①～③のいずれかであること。 

① 令和５年１１月１５日付け生学セ第４４１号で配布した「令和５年度版 福井県大学等教員講演テ

ーマ集」に掲載されているテーマ（アレンジ可）から選択したもの 

② 福井県内の高等教育機関（大学、短大、高専）に所属する教員等が講師を務めるもの 

③ 地域の課題解決を目指すテーマ、地域の発展に貢献するテーマまたは地域の歴史・文化・産業等を

学ぶテーマの何れかであるもの 

（３）  講演、ワークショップ、体験・実習などの形式とし、１回当たり６０分以上の時間をかけること。 

（４）  他の市町からの参加も可とすること。 

（５）  参加費を徴収する場合は、材料費実費程度に止めること。 

（６）  著作権、特許権等の使用手続きや、その他法的に必要となる手続き等は市町において処理すること。 

 

３ 実施の流れ 

   講座の実施手続き等は、次のとおりとする。 

（１）  市町（実施機関）は、別に定める提出期限までに、「開催希望調査票」（様式１）を福井ライフ・アカ

デミー本部（以下「本部」という。）へ提出する。 

（２）  本部は、予算と市町の開催希望を基に市町ごとの開催回数を内定し、通知する。 

（３）  市町は、内定を受けた回数の講座を企画し、「企画案」（様式２）を本部へ提出する。 

（４）  本部は、企画案を取りまとめ、福井ライフ・アカデミー共催講座協議会（以下「協議会」という。）に

諮る。 

（５）  市町は、協議会に出席し、企画案の説明等を行う。 

（６）  市町は、協議会での意見を踏まえて企画案を修正し、講師等を依頼する。 

（７）  市町は、講座開催日の３か月前までに「計画書」（様式３）を本部に提出する。 

（８） 市町は、講座当日の会場設営や受付、司会進行等を担当する。 

（９） 市町は、講座終了後１０日以内に「報告書」（様式４）を本部に提出する。 

（10）  本部は、「報告書」を受理した後に謝金と交通費を講師に支払う。 

 

４ 本部の担う事項 

（１）  福井ライフ・アカデミーニュースに掲載するとともに、福井県生活学習館や若狭図書学習センターに

チラシを設置・掲示するなどにより広報する。 

（２） 講師の謝金（上限２万円）と交通費（県規定の県内交通費）を直接講師に支払う。 

 

５ 実施機関の担う事項 

（１） 講師に打診し内諾を得る。 

（２） 講師および所属長に依頼文や礼状を送付する。 

（３）  まなびぃネットふくい(福井県生涯学習情報ネットワークシステム)に掲載するとともに、広報チラシ、 

市町広報誌など様々な媒体を用いて広報する。その際、「福井ライフ・アカデミー共催」と記載する。 

（４） 講座資料の作成、当日の会場設営や受付、司会進行等を行う。 

 

 

（１０）福井ライフ・アカデミー連携事業 実施要項  

 

１ 趣旨 

   この要項は、福井ライフ・アカデミー連携事業の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

  

２ 連携の基準 

  連携の基準は、次のすべてを満たす事業とする。 

  （１） 福井県内で実施する事業であること。 

  （２） 国、県、市町もしくはこれらに準ずる公的機関、大学、専修学校等の教育機関または生涯学習の推進

に資する団体が実施する事業であること。 

  （３） 歴史・文化、自然科学、芸術、スポーツ、現代社会の課題など、幅広い分野で県民の学習意欲に応え

る内容であること。 

  （４） 事業の形態は、講演、講座（実技、野外活動を伴うものを含む）、演劇・音楽・視聴覚作品（映画

等）・芸術作品（美術・工芸等）の鑑賞（展覧）会とする（オンライン開催を含む）。また、これら

に準ずるものと生涯学習センター所長が認める事業を含む。 

  （５） 居住市町等を特定せず、県民の誰もが参加できる事業であること。 

  （６） 社員、会員等特定の団体の構成員であることを参加要件とした事業でないこと。 

  （７） 免許や資格の取得を目的とした事業でないこと。 

  （８） 特定の思想や主義主張の支持拡大を目的とした事業でないこと。 

  （９） 政治活動や宗教活動、営利活動を伴う事業でないこと。 

  （10） 参加料を徴収する場合は、材料費や資料代等の実費を基本とし、参加者の負担軽減に努めているこ

と。 

  （11） 参加者の年齢や性別等に制限を設ける場合は、事業内容から妥当と認められる理由があること。 

 

３ 事業の流れ 

  （１） 事業の連携を希望する実施機関は、「福井ライフ・アカデミー連携事業申込書 兼 情報提供用紙①

（以下「①」という。）」または、「福井ライフ・アカデミー連携事業申込書 兼 情報提供用紙②（以下

「②」という。）」を福井ライフ・アカデミー本部（以下「本部」という。）に提出する。（４の（１）に

ある広報誌での広報と、４の（２）にあるオンラインでの広報の両方を希望する場合は、①と②の両方

を、それぞれの締切日までに提出する。） 
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  （２） 本部は内容を審査して連携の可否を決定し、連携が「否」と判断された場合のみ、申込みのあった機

関に対し、申込みから１０日以内にその旨を通知する。 

  （３） 福井県生活学習館での広報ポスターの掲示やチラシの設置を希望する実施機関は、ポスター１枚とチ

ラシ（枚数は適宜）を本部に提出する。なお、提出されたポスター、チラシは、残部等があっても返却

はしない。 

  （４） 実施機関は、事業終了後、①または②の「参加者数」欄に参加者数を記載し、本部に提出する。 

 

４ 事業の広報 

  （１） 本部は、事業実施（開始）日の前月１日までに①が提出された場合は、広報誌「福井ライフ・アカデ

ミーニュース」に掲載し、広報する。 

  （２） 本部は、事業実施（開始）日の１か月前までに②が提出された場合は、提出から１週間後を目途に

「福井県生涯学習情報ネットワークシステム」に登載し、オンラインにより広報する。ただし、指定の

登載開始日がある場合は、それに従って広報を開始する。なお、前記システムへの登載は、②の提出日

から事業実施（開始）日までの期間が１か月未満である場合においても、その効果があると判断される

場合には、可能な範囲で行うものとする。 

  （３） 本部は、３の（３）の提出があった場合、これを行う。ただし、ポスターの掲示については、掲示ス

ペースに限りがあるため、可能な範囲で行うものとする。 

  （４） 実施機関は、可能な媒体を用いて広報に努める。広報の際は、可能な限り、福井ライフ・アカデミー

の連携事業であることを併せて告知する。（印刷物には、可能な限り、「福井ライフ・アカデミー連携」

と記載する。） 

 

 

（１１）福井ライフ・アカデミー共催講座協議会 開催要領  

 

（目 的） 

第１条 福井ライフ・アカデミー共催講座（多様化、高度化する県民の学習意欲に応えるとともに、地域振興等の

推進に寄与するため、福井県内の各高等教育機関（大学、短期大学、高等専門学校）の協力の下、これらの機関

が有する優れた資源も活用して、福井県生涯学習センターと市町教育委員会等が連携し、県民向けに開催する講

座）の効果的な実施に資するため、福井ライフ・アカデミー共催講座協議会（以下「協議会」という。）を開催

する。 

（協議事項） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。 

  （１） 福井ライフ・アカデミー共催講座の企画および実施に関すること。 

  （２） その他 

（構 成） 

第３条 協議会は、各高等教育機関の長から推薦のあった委員により構成する。 

（運 営） 

第４条 協議会は、福井県生涯学習センター所長からの出席依頼に基づき開催する。 

２ 協議会の議事を進行するため、委員の互選により議長を選出する。 

３ 協議会においては、必要に応じ、委員以外の関係者を出席させることができる。 

（その他） 

第５条 この要領に定めるもののほか、会議の開催に関し必要な事項は別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成２９年４月１日から適用する。 
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◆福井駅東口（フレンドリーバス バス停）にてフレンドリーバスに乗車、生活学習館にて下車 

徒歩 1 分 

（生活学習館先回り約 13 分、こども歴史文化館先回り約 33 分、無料） 

◆福井駅西口バスターミナル 5番のりばにて、羽水高校線（60 系統）乗車、福井厚生病院にて

下車 徒歩 1 分（約 15 分） 

福井県生活学習館 ユー・アイ ふくい 
〒918-8135  福井県福井市下六条町 14-1 

TEL 0776-41-4200(代表) 

      0776-41-4202(男女参画・企画管理課) 

    0776-41-4206(生涯学習推進課) 

FAX 0776-41-4201 

E-mail seikatug@pref.fukui.lg.jp 

ホームページ https://www.manabi.pref.fukui.jp/you-i/ 

〔施設利用申込専用〕 

TEL 0776-41-4203  FAX 0776-41-4210 

            E-mail  yu-ai@pref.fukui.lg.jp 
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